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        序章　真夜中の業務指導

        　

        「じゃあ、これを三番テーブルに運んでちょうだい」

        オーナーは平然と言った。

        いっぽう、園峰未夢そのみねみくは取り乱し、指先をカタカタと震わせていた。

        　　レストランのなかに客はいないというのに、ひどく緊張している。

        未夢はカウンターの上にある空の皿を両手に持ってよろよろと歩く。

        カウンターの端、丸椅子に腕と脚を組んで座っているのはこのレストランのオーナーである神澤祐実かんざわゆみだ。祐実はおぼつかない足取りの未夢を見て、愉快そうに口の端を吊り上げた。

        ゴーン、と店の柱時計が重々しく鳴る。ちょうど深夜零時をまわったところだった。

        レストランのカーテンはきちんと閉じられているが、それでも――こんなところを、もしだれかに見られでもしたら。

        そう思うと、よけいに下半身がきゅうっと疼いた。

        三番テーブルがやけに遠く感じるのは、あられもない恰好で皿を運んでいるせい。

        白いブラウスは胸もとのボタンだけが開けられ、そこからふたつの乳房がのぞいている。

        淡いピンク色のエプロンはもともと胸もとが大きく開いたラウンドネックだから、明るみに出た乳房を隠してくれない。

        エプロンと共布のスカートはきちんと履いているものの、ブルブルと震えるローターをショーツのなかに仕込まれているので、とても歩きづらい。

        なんとかして未夢が三番テーブルに着くと、祐実は椅子から立ち上がり、スタスタと歩いて客席に座った。

        テーブルの上に頬杖をついたあと、小刻みに震える未夢を見上げて、

        「やだ、そんなに震えちゃって……。これからもまだまだ、指導が必要ね？」

        ゆるやかにうねる長い髪を耳にかけ、祐実は愉しげに笑って小首を傾げた。

        


        　

        　

    

    
        第一章　レストラン・ハナ

        　

        その日、未夢みくは大きくうなだれて肩を落とし、重い足取りでとぼとぼと昼下がりの街を歩いていた。

        （いくら何でも……ありえないっ！）

        大学に入学したのとほぼ同時に始めたアルバイト先で出会った男性と、二週間ほど前にお付き合いを始めたのだが、その男は同じレストランで働く三人の女性と体の関係があったのだ。

        つまり、四股だ。

        （二股ならまだしも……しかも同じバイト先で私のほかに三人も！）

        彼とはまだなにもしていなかったのがせめてもの救いだ。

        　「ずっと好きだった」と告白されて付き合うことになったのだが、その告白自体いまとなっては怪しいものだ。

        （まあ、私も……彼のこと、そんなに好きじゃなかったんだろうな……）

        四股だったということにショックを受けているだけで、彼と別れたことはさほど辛くない。

        いや、ほかにもっと大きな痛手がある。

        とてもではないがそんなところでアルバイトを続けることができず、未夢はついさっきファミリーレストランの店長に「一身上の都合で辞めます」と告げて店を出てきたのだった。

        （新しいバイト先を探さなくちゃ……）

        学費や生活費は親から仕送りをしてもらっているが、お小遣いはもらっていないので、アルバイトは必須だ。

        未夢は「はぁぁ」と大きく息を吐いた。彼女の長く真っすぐなダークブラウンの髪を、湿り気を帯びた初夏の風が「元気をだして」と言わんばかりに優しく撫でてたなびかせる。

        ふと未夢は足を止め、天を仰いだ。

        こげ茶色の階段の先にあるのは――レストランだろうか。

        （そういえば、お腹すいた）

        お腹の虫が「ぐぅ」と鳴って同調してくる。

        未夢は気の向くまま階段を上った。踊り場を挟んで、全部で三十段ほど上っただろうか。『レストラン・ハナ』と書かれた立て看板があった。メニュー等はいっさい書かれていない。

        看板脇のガラス扉を開けてなかへ入る。カランコロン――と、どこか懐かしさを感じる鈴の音がした。

        （わぁ……雰囲気のあるところ）

        ファミリーレストランのような煌々とした明かりは店内にはなく、天井から吊り下がる傘付きランプの柔らかな光だけだった。

        中央にはアンティーク品と思われるものが収められたショーケースがあった。フランス人形のほか、精緻な花模様の皿や花器が飾られている。

        （あ、お金……は、ＡＴＭでおろしたばかりだから、大丈夫か）

        もしかしたらランチでもけっこう値が張るレストランかもしれない。

        「いらっしゃいませ。お好きなお席にどうぞ」

        店員らしき女性がやってきて、店内のどこへでも、というように手をかざす。未夢はその女性を見るなり、席へ向かう足を止めた。

        （かっ、かわいい……！）

        ショーケースのなかに飾られていたフランス人形がそのまま人間になってしまったのかと思うほど可憐で小柄な女性だった。

        ふわりとした内巻きのミルクティ色の髪。肌は透き通るように白く、薄茶色の瞳はくっきりとした二重まぶた。鼻すじは少しも曲がっておらず、唇は鮮やかな桃色だ。

        年齢は、自分とそう変わらないと思う。

        「……お客様？」

        「あ、す、すみません。初めてきたので……」

        ――ということにして、ごまかす。

        「でしたら、あの窓側のお席はいかがですか？　とても眺めがいいですよ」

        可愛らしいだけでなく対応もいいなんて、素晴らしすぎる。

        未夢は「ありがとうございます」と言って、彼女が指し示した席についた。

        店員はすぐに水を出してくれる。

        ソファはずいぶんと年季が入っているような気がする。アンティーク品だろうか。

        出窓には陶器でできたピエロと、それから色とりどりの小さなシルクフラワーが籐のかごに入れて置いてあった。

        なるほど、この席は確かに眺めがいい。公園を一望できる。

        未夢は窓から外を眺めて小さくうなずいたあと、テーブルの上のメニュー表を見た。

        （……やっぱり高い！）

        ランチのいちばん安いものでも、野口英世の札が二枚は必要だ。

        （まあでもせっかくだから……食べたいものを食べよう）

        未夢はハンバーグとエビフライのランチセットをオーダーすることにした。視線を上向けて店の奥を見ると、先ほどの店員がすぐにやってきた。

        「これ、お願いします」

        「かしこまりました。少々お待ちくださいませ」

        店員はメニュー表を手に、頭を下げて店の奥へと戻っていった。彼女がオーダーを読み上げる声がかすかに聞こえる。

        もうお昼ご飯の時間帯をだいぶん過ぎているからか、ほかに客はいなかった。もしかしたらオーダーストップぎりぎりの時間に入店してしまったのかもしれない。

        料理を待っているあいだ、お腹の虫が「ぐぅ、ぐうぅ」と何度も食事を催促してきた。

        （このお腹の音……店員さんに聞かれてないよね？）

        未夢は水を飲むことでお腹の虫をなだめながら料理を待った。

        「――お待たせいたしました」

        心のなかだけで「待ってました！」と言葉を返して、店員が運んできた料理を凝視する。

        真っ白な丸いプレートには肉厚なハンバーグと、飾り揚げされたエビフライ、野菜サラダとポテトが載っていた。

        ナイフとフォークを手に取り、ハンバーグを切り分けて口へ運ぶ。

        （んんっ……！）

        噛み締めれば肉汁がジュワッとあふれ出し、舌鼓を打たせる。

        頬が落ちるとはこういうことなのか。空腹だったせいもあるかもしれないが、とにかく美味しい。

        未夢はあっという間に食事を終えた。

        いままでの人生でいちばん美味しいランチだった。

        いままでの人生でいちばん高いランチなのにも違いない。

        未夢がすべてを食べ終わってから少しの間をおいて、店員は空いた皿を下げて代わりにデザートとコーヒーを出す。

        満腹だと思っていたのに、ガトーショコラを見たとたんお腹に容量が空くものだから、人の体は不思議だ。

        デザートをぺろりと平らげた未夢は何気なく壁の貼り紙を見た。

        『アルバイト急募。学生可。時給二千円』

        「……！」

        未夢はコーヒーを飲み干したあとで、勢いよく立ち上がった。

        店の奥にいた店員めがけてずんずんと歩く。

        「あのっ、アルバイト募集中なんですかっ!?」

        「は、はい」

        未夢のあまりの勢いに驚いたのか、店員の声は少し上ずっていた。

        「私、応募したいです……！」

        「あ、それでは……そうですね、こちらで少々お待ちください。責任者を呼んで参ります」

        ペコリと小さく頭を下げ、店員は厨房のほうへとまわり込んだ。

        間もなくしてやってきたのはこの店のシェフのようだった。

        （わぁ、キレイな人……）

        コックコートを着た女性はカウンター席に座っている未夢を頭のてっぺんから足先まで舐めまわすように見た。まるで品定めだ。

        「レストランでのアルバイトの経験は？」

        「あります」

        「学生さんかしら？」

        「はい、そうです。大学一年です」

        「……うん、いいわ。合格よ。明日から来られる？　十七時からお願いしたいのだけれど」

        「は、はい！　ありがとうございます！」

        面接日を決めるだけだろうと思っていたのに、まさか即採用とは。履歴書すら出していないのだが、よいのだろうか。

        （でも嬉しい！　料理は美味しいし、時給も前のところよりいいし！）

        未夢は笑顔で会計を済ませ、上機嫌で店をあとにした。

        　

        翌日、未夢はさっそくレストラン・ハナに出勤した。

        店に着くと、昨日の店員――高倉陽葵たかくらひまりが先にいた。

        彼女に店のなかを案内してもらったあと、未夢は陽葵から店の制服を受け取った。

        未夢はさっそく、更衣室で制服に着替える。

        白いフリルレースがついたブラウスに、胸のまわりをぐるりとまわるようなラウンドネックエプロン。それからエプロンと同じ色の、ピンクのスカートだ。

        （うーん……高倉さんが着てるとかわいいんだけどな）

        ロッカーの鏡の前で自分の姿を確認する。可もなく不可もなく、という感じだ。

        更衣室のドアを開けると、コックコートの女性――神澤祐実と出くわした。彼女はこの店のシェフ兼オーナーなのだそうだ。

        「あっ、園峰未夢です。今日からよろしくお願いします」

        「ええ、よろしくね」

        にっこりとほほえみ、祐実は厨房へと入っていく。

        それから未夢は陽葵に業務内容を教わった。陽葵は丁寧に、とてもわかりやすく教えてくれた。

        十八時を過ぎると、店はとたんに忙しくなった。

        （夜のほうがお客さんが多い店なのね……！）

        レストランでの接客経験があったので大きな失敗もなく、何とか業務をこなすことができた。

        二十三時。レストラン・ハナはようやく閉店となる。

        更衣室で着替えを済ませて帰り支度をしていると、オーナーの祐実に声を掛けられた。

        「園峰さん。少し残れるかしら？」

        「あ、はい。大丈夫です」

        「そう。じゃあ、あとで事務室に来て？」

        「はい」

        事務的な話があるのだろう、と深くは考えずに支度を急ぐ。

        「……お疲れ様でした」

        「はいっ。高倉さん、今日はいろいろとありがとうございました。お疲れ様でした」

        陽葵はあいまいにほほえんで更衣室を出ていく。

        （なんか、元気なかった……？）

        彼女とはまだ知り合ったばかりだから何とも言えないが、心なしか元気がないような気がした。しかし、彼女の元気がない理由は考えてもさっぱりわからない。

        （うーん……私、なにかしたかな……）

        仕事中、大きなミスはなかった。陽葵にもそこまで迷惑を掛けていないはずだ。

        未夢は悶々としながら事務室へ向かった。

        扉をノックして「失礼します」と言いながらなかへ入ると、オーナーの祐実は事務机の前の椅子に脚を組んで座っていた。

        「園峰さん、ごめんなさい。ちょっと個別に指導してもいいかしら」

        「えっ？　あっ、は――はい」

        てっきり書類かなにかを渡されるものと思っていた未夢は面食らってしまう。

        （そんなにダメだったのかな、私の接客……）

        前に働いていたレストランでは個別指導なんてされなかった。

        あるいは、このレストランならではの接客法があるのかもしれない。

        「それじゃあ、悪いけど服を脱いで？」

        「えっ？」

        ――ああ、そうか。制服に着替えなければ。

        合点した未夢はバッグを床に置き、着たばかりの私服を脱ぎ始める。

        下着姿になった未夢はバッグからレストランの制服を取り出した。

        「ああ、それじゃだめなのよ。ブラも外してちょうだい」

        「……えっ!?」

        なぜ、下着まで脱がなければならないのだろう。

        戸惑いつつ、未夢は言われたとおり背中に腕をまわしてブラジャーのホックを弾く。

        脱いだ下着は簡単に折りたたんでバッグの上に置いた。

        制服のブラウスに袖を通し、前ボタンを留める。

        「あぁ、だめだめ。胸のところのボタンは、留めちゃダメ」

        「……へ？」

        祐実がいったいなにを言っているのか、すぐには理解できず固まる。

        すると祐実は椅子から立ち上がり、未夢の代わりにブラウスのボタンを留め始めた。ちょうど胸のあたりのボタンを除いて。

        「あ、あのっ!?」

        未夢は自分自身の非常識な恰好を見て頬をカアッと赤く染める。

        白いフリルレースがついたブラウスは乳房だけを外にさらした状態でぴっちりと前が閉じられている。なんとも卑猥だ。

        「はい、じゃあ次はエプロンとスカート」

        祐実は子どもに服を着せる要領で未夢にエプロンを付けさせ、スカートを履かせる。

        そうしてエプロンとスカートを身に着けても、むき出しの乳房は隠せない。エプロンはもともと胸のところが大きく開いたラウンドネックだからだ。

        「仕上げはコレよ」

        祐実がスカートのポケットから取り出したのはピンク色の小さな丸いものだった。一見しただけではそれがなんなのか、未夢にはわからない。

        「――ひゃっ!?」

        無遠慮にスカートをめくり上げられ、ショーツのなかに手を突っ込まれる。

        祐実は未夢の下半身の、割れ目になっている部分にローターをあてがい、電源コードを外に出してショーツの端にぶら下げた。

        「よし、完璧。さぁ、業務指導を始めるわ」

        「ちょっ、ちょっと待ってください！　何なんですか、この恰好！」

        「なにって……んん、とっても素敵よ？」

        カチッ。

        祐実はほほえんだままスイッチを押した。未夢のショーツからはみ出している、ローターの電源スイッチだ。

        ヴヴヴ、とローターが振動を始める。

        「――っぁ、あぁあっ！」

        突然の刺激に驚いて未夢は大声を上げた。

        「うん、イイ声。こっちへきなさい。ローターは、勝手に止めちゃだめだからね」

        「……っ、な、なんでっ!?」

        なぜこんなことになっているのだろう。

        おかしい。常軌を逸している。ローターの電源を止めて、きちんと服を着て店を飛び出すべきだ。

        そう思うのに、どうしてか祐実についていってしまう。

        （私……なにやってるの？　なにが起こってるのっ!?）

        これは夢なのではないかとも思った。もしそうだとしたら、ひどく淫乱な夢だ。

        客のいない店内に着くと、祐実はカウンター席の端に腕と脚を組んで座った。

        「じゃあ、これを三番テーブルに運んでちょうだい」

        祐実は手近にあった空の皿を手渡してくる。

        未夢は眉間にしわを寄せたまま皿を受け取った。

        なぜ、どうしてこんなこと――と、そんな言葉ばかりが頭のなかをぐるぐるとまわっている。

        （でも……なんだか……）

        つい先ほどまで忙しく働いていた店内で、イケナイ恰好をしている。

        その自覚が未夢の下半身に淫らな蜜をあふれさせる。ブルブルと震えるローターもまた快感を増幅させる。

        （歩きづらい、けど……こすれて気持ちいい）

        脚を動かすと、震えるローターが敏感なところを的確にくすぐった。足を踏み出すたびにそうして花芽をこすられて、気持ちがいいことこの上ない。

        歩いたのはほんの少しの距離だというのに、三番テーブルに着く頃にはすっかり息が上がってしまった。

        下半身の秘めたところが疼いてしまって仕方がない。

        未夢がテーブルに着くと、祐実は空のグラスを持って立ち上がり、三番テーブルまで早足で歩いてソファに腰掛けた。テーブルの上に頬杖をつき、頬を真っ赤に染めて両手を小刻みに震わせている未夢を見上げる。

        「やだ、そんなに震えちゃって……。これからもまだまだ、指導が必要ね？」

        祐実は肩まであるウェーブヘアを耳にかけ、未夢のむき出しの乳房を見上げた。その先端はふたつともピンッと尖っている。

        そこへ、祐実は空のグラスを押し付けた。

        「ひぁっ……!!」

        思わぬものを乳頭に押し当てられた未夢はビクッと両肩を跳ねさせた。

        祐実は何食わぬ顔で、未夢の乳首の上で硬いグラスを左右に押しまわす。

        グラスに押しつぶされた乳頭は苦しそうに形を変えて平べったくなった。しかしその刺激でいっそう凝しこる。

        「ぁ、いや……っ、やめっ……ん、んんっ！」

        硬く冷たいグラスで乳首をもてあそばれ、なんて非常識でいやらしいことをされているのだろうと思うのに、ぞくぞくとした快感がお腹の底から湧き上がってくる。

        そうしているのが彼女――女性である祐実でなければ、すぐにでも逃げ出していたことだろう。女性同士なのだからという油断が、未夢の性を寛大にする。

        「ふふっ、気持ちよさそうに喘いじゃって……。ほら、私の膝に座りなさい。もっと悦よくしてあげる」

        はぁ、はぁと息を荒らげ、未夢は祐実の膝に座る。

        子どものときならまだしも、しかもこんな恰好で、大人の女性の膝に座るのはとんでもなく恥ずかしい。

        それでも、言われたとおりにしてしまったのは、体がすっかり興奮してしまっているせいだ。

        いったいどこから取り出したのか、祐実は二つのローターを手にしていた。

        カチッと小気味よい音を立ててそれぞれのローターの電源を入れ、未夢の薄桃色に這わせる。

        「んぁ……あ、あぁ……！」

        二つのローターは薄桃色の丸い部分を、その形に沿ってぐるぐるとまわる。ローターの振動が、もどかしさを伴って尖りの部分に響く。硬く尖っているところにじかに当ててもらいたいのに、そうはしてもらえない。

        「……もどかしい？」

        祐実は未夢の耳もとでクスクスと笑った。その吐息すら、もどかしさを助長する。

        未夢は胸を大仰に上下させながらコクコクとうなずいた。

        「ぅん……素直ないい子」

        未夢に頬ずりをして、祐実はローターを胸の中心に押し当てる。

        「あぁああっ……!!」

        小刻みに振動するソレが、凝こり固まった乳頭をほぐすように震わせる。

        未夢はテーブルの上に両手をつき、「ぁんっ、あぁん！」と高らかに喘いだ。

        （こんなの、おかしいし……ダメなのに……！）

        頭はきちんと理解している。閉店後とはいえレストランのなかで、店のオーナーに乳首をローターでいじくりまわされて悦んでいる。とんでもないことだ。

        この店がアルバイトを急募していた理由はコレなのではないかと思った。

        深夜、オーナーの祐実にこんなふうに体をまさぐられて、逃げ出してしまった従業員がいるのではないか。きっとそうに違いない。

        （私も、逃げなきゃ――）

        このまま彼女のいいようにされていては、これからいったいどうなってしまうのやら。計り知れない。

        （逃げ、なきゃ……っ）

        しかし、両足は意に反して少しも動こうとしなかった。

        「は、ん……んぅっ……！」

        ローターが乳頭をグリグリと押し込んでくる。硬くなりすぎた乳首はローターを弾いて逃げ惑う。

        「ねぇ、気持ちいいでしょ？」

        理性に追い打ちをかけるようなささやき声だった。未夢は頭をガクガクと縦に揺らす。肯定したつもりはなかったが、祐実にはそう見えただろう。

        「ふふ……」

        妖艶に笑いながら祐実は片手で未夢のスカートをめくり上げた。すっかり染みになっているショーツのクロッチ部分を、その奥でいまだに振動し続けるローターはそのままにして指で撫でる。

        「あぁっ！　それ……ゃっ、やぁっ……！」

        濡れそぼった薄い生地越しに、力任せにローターを押された。なかの肉粒はその刺激に悶えてヒクヒクと打ち震える。

        「どうしようもないくらい濡れてるわね」

        嬉しそうにそう言って、祐実は両手をそれぞれ動かす。左手は未夢の乳首をつまみ、右手はショーツの端をめくり上げて、なかのローターをつかんだ。

        「どこをどうしてもらいたいかしら？」

        「んぁ、あっ……ふ、ぁあっ」

        振動するローターが花芽のまわりをぐるぐるとまわっている。愛液で濡れたローターでそんなふうにされると、それだけで気持ちがよくなって身悶えしてしまう。

        「あ、んん……そこ、ちがっ……やぁ……！」

        ローターは敏感な豆粒を少しもかすめてくれない。陰核のまわりをたどられるだけでも気持ちがいいのには違いないが、中心にも触れて欲しい。

        「どこにさわってもらいたいの？」

        祐実はいやにわざとらしく訊いてくる。

        「あ、あぁ……真ん中の……豆粒」

        言ってしまったあとで恥ずかしくなったが、もう本当にたまらない。そこをいじってもらわなければ、じれったさで発狂してしまいそうだった。

        「かわいい言い方するのね。いいわ……」

        祐実は割れ目のなかにローターを押し込んだ。

        「ひあぁっ！」

        待ち望んでいただけに快感はすさまじく、それだけで絶頂する勢いだった。でもそうならなかったのは、祐実がすぐにローターを離したせいだ。

        「まだイッちゃだめよ。もっと愉しみましょ……？」

        「う、うぅ……っ」

        まるで快楽の拷問だ。もう達してしまいたい。けれど、胸や陰核にもたらされる刺激はとても弱く、これでは絶頂できない。

        「徹底的に焦らすんだから。そのほうが、イッたときの快感がすごいのよ」

        未夢は肩を上下に弾ませて荒く息をする。これまでさんざん焦らされていたのに、それがまだ続くのかと思うと瞳に涙が浮かんだ。

        「あぁ、いいわね、その顔……。期待と絶望が入り交じった表情だわ」

        「ふっ……！」

        祐実は親指で未夢の秘芯を押しつぶしながら、蜜のあふれ口にローターを沈めた。

        「ひゃっ……！　やぁッ!!」

        そこになにかをうずめられるのは抵抗があった。いままで一度も、そこになにかを受け入れたことがない。膣口の上にある小さな豆粒をいじって自分自身を慰めることはあっても、なかにまでなにかを入れたことはなかった。

        「あら？　もしかして……ココにローターが入るのは初めて？」

        未夢は何度も首を縦に振った。そうすればやめてもらえると思った。

        「そう……。まぁ、平気よ。こんなに濡れてるんだもの。これなら、痛くない」

        未夢は口もとに手を当ててふるふると首を横に振る。

        「大丈夫、奥まで挿れたりしないわ。浅いところをくすぐるだけ」

        なだめるようにそう言って、祐実は細長い指先でローターをつまんで左右に動かした。

        「んぁっ、あっ！　やぅっ……！」

        自分のなかでなにかがうごめくのは、とても妙な感覚だった。あせりと緊張でめまいを起こしてしまいそうだった。

        「体の力を抜いて……。悦いいようにしかしないから」

        「ふ、んく……うぅ」

        彼女の小さな手のひらで乳房を包まれ、ゆっくりと揉み込まれる。先端は二本の指でしごかれていた。なめらかな指で何度も何度もそうされると、不思議と落ち着いてくる。

        「んん、いい子ね……」

        未夢の呼吸が整ってくると、祐実は口角を上げ、未夢のなかに押し入れていたローターの端をつまんで円を描き始めた。

        「よく頑張ってるから、ちょっと早いけど……イかせてあげる」

        乳頭に添わせていた左手を未夢の下半身へと持ってきて、充血した淫核を指先で挟んで引っ張り上げる。

        「ぁっ!?　あ、あぁ……っ、ひゃ、あぁあっ！」

        きゅっ、きゅっと執拗なまでにそうして花芽を引っ張り上げられ、半強制的に未夢は絶頂まで押し上げられた。

        「あぁぁあ――……!!」

        未夢の体がビクッ、ビクッと脈打つと、祐実は赤い舌をのぞかせてペロリと舌なめずりをした。

        


        　

        　

    

    
        第二章　遭遇

        　

        祐実に体をまさぐられた翌日、未夢みくはレストランに出勤した。我ながらどういう神経をしているのだろうと思う。

        （だって……せっかく見つけた高給なバイトだし）

        なぜ時給が高いのかというと、おそらく『夜の淫らな指導』を受けることも含まれているのだ。うまい話には裏があるというが、まさにそうだ。

        昨夜のことを思い出した未夢は更衣室で一人、頬を赤くする。

        コンコン、と扉がノックされたので未夢は「はい」とあわてて返事をした。

        「おはよう」

        　陽葵ひまりが入ってきた。未夢は「おはようございます」と言葉を返す。

        ふたりは少し離れたところでそれぞれ着替えをする。

        「ねえ、園峰さん」

        「はい？」

        「昨日……オーナーにエッチな指導をされた？」

        「――っ！」

        すぐには返事ができなかった。

        「あ、ええと……」

        未夢は言いよどんだあとで、小さく「はい」と言った。

        （嘘ついても仕方ないし）

        着替えをしながら陽葵のようすをうかがう。彼女はどう思っただろう。

        すると陽葵は、いまにも泣き出しそうな表情になっていた。なぜ彼女がそんな顔をしているのか、未夢にはさっぱりわからない。

        （高倉さんは、どうなんだろう……？）

        彼女も、祐実に『そういう』ことをされているのだろうか。

        ちらりと陽葵を見やると、ちょうど赤いニットセーターを脱ぐところだった。真っ赤なレースの下着がのぞく。

        （わぁ……）

        清純そうな見た目にそぐわぬ挑発的な下着だ。つい見とれてしまったあとで、陽葵も祐実になにか淫らなことをされているのだろうかと、想像――いや、妄想する。

        パチッ、と陽葵と目が合う。

        未夢はあいまいに微笑んだあとでゆっくりと目を逸らした。

        （私、なに考えてるの……！）

        陽葵が祐実に喘がされているところを頭のなかに思い描き、あろうことか下半身が疼いてしまった。本当に、どうしてしまったのだろう。

        どきどきとうるさく脈を打つ心臓をなだめるように、未夢はこっそりと深呼吸をする。

        （それにしても高倉さん、かわいいだけじゃなくてプロポーションもいい）

        じろじろと見たわけでないが、陽葵の胸は大きかったし腰もくびれていた。レストランの制服の上からだって、彼女のスタイルのよさは際立っていた。

        （高倉さんは、一人エッチとかするのかな……）

        しかしそれを尋ねるほど、気安い仲ではない。

        「じゃあ、今日もよろしくね」

        先ほど見せた悲しげな表情が嘘のようにかわいらしい笑顔になって、陽葵は更衣室を出ていく。

        未夢「はいっ」と言いながら彼女のあとを追った。

        　

        ある雨の日、未夢は大学で講義を受けていた。

        前方の席に座る陽葵を見つけた未夢は心のなかだけで「あっ」と声を上げた。

        （高倉さん、同じ大学だったんだ）

        このあたりで大学はここしかないから、同じ学校だとしても不思議はない。

        講義が終わり、彼女に声を掛けようか迷っていると、思わぬもの目撃した。

        元彼と元バイト仲間の女性が連れ立って仲良く歩いていたのだ。

        （あぁ、本当……世間は狭い）

        いやなものを見てしまった。世の中なにがどこでつながっているのか、わかったものではない。

        未夢はうなだれて、とぼとぼと廊下を歩いた。

        「園峰さん？」

        聞き覚えのある声でうしろを振り返る。そこには陽葵が立っていた。

        「同じ大学だったのね」

        ミルクティ色のふわりとした髪を耳にかけ、陽葵はこちらをじいっと見上げてくる。

        「あの……どうかした？」

        「えっ？」

        「泣いてる、みたいだから」

        指摘されて初めて気がついた。目もとに指を当てると、そこは確かに湿っていた。

        あくびをしたとでも言えばよかったのだが、とっさにそんな嘘が出てくるほど未夢は器用な性格でなかった。

        黙り込んで、目もとを拭う。

        「……私でよかったら、話を聞くけど」

        未夢はうつむいたまま、コクッと一回だけ首を縦に振った。

        ふたりは構内のカフェテラスに移動した。窓際の席につき、自動販売機で買ったカップのココアをすする。

        大きなガラス窓から庭が見える。未夢の心模様を映したように、しとしとと雨が降り注いでいる。

        「じつは……前に働いていたレストランで四股をかけられちゃって。それで、さっき元彼と元バイト仲間の女の子が一緒に歩いてるのを見かけて……」

        陽葵は神妙な顔のまま「うん」と相づちを打つ。

        「あぁ、私ってなんであんな男と付き合ったりしたんだろう、って……情けなくなってきちゃったんです」

        「そう……。あ、敬語じゃなくていいよ。同級生でしょ？」

        「……っ、うん」

        話をしたらまた涙が込み上げてきた。未夢は涙声で返事をしたのだった。

        正直なところ、泣くほど落ち込んでいたのだとは自覚がなかった。

        陽葵が無言でハンカチを差し出してくる。

        未夢は「ありがとう」と言いながらハンカチを受け取り、目もとの涙を拭った。

        「園峰さんは少しも悪くないのに、バイトを辞めなくちゃいけなかったのね」

        「ん……ううん。そんな男と付き合った私が悪いの」

        男を見る目がなかったのだ。

        「そんなに自分を責めないで？　園峰さんは本当に悪くない」

        「う……うぅ」

        なぜだろう。こんなにも優しく慰められると、よけいに泣けてくる。

        ぼろぼろと涙をこぼす未夢を見て陽葵は「場所を変えよう」と言い出した。確かに、ほかに大勢の学生がいるカフェテラスで大泣きするのは体裁が悪い。

        未夢と陽葵は女子トイレに向かった。学舎の一番端にある、あまりだれも利用しないトイレに到着する。

        突き当たりにある小窓は少しだけ開いていた。雨が地面を打つ音が聞こえる。雨の日のトイレはじめじめとしていて、陰鬱な雰囲気が漂っていた。

        洗面台の鏡に映る自分はいまだに涙をたたえている。

        「園峰さん」

        呼ばれて、振り返る。

        「――っ、ん!?」

        唇に、なにか柔らかいものが押し当てられた。突然のことに焦点が合わず、頭のなかも混乱していて、なにが起こっているのかすぐにはわからなかった。

        （キス、してる――高倉さんと）

        目の前には伏せられた長いまつ毛。陽葵の唇はマシュマロよりも柔らかい気がした。

        「ふ……」

        ずいぶんと長いこと、そうして唇を合わせていた。

        「……泣き止んだね」

        唇が離れる。陽葵は悲しげな顔で笑っていた。

        「ねぇ……慰めてあげる」

        腕を引かれ個室に連れ込まれる。

        カチャンと音を立ててスライド式の鍵を掛ければ、だれにも邪魔をされない密室の出来上がりだ。

        女性でもふたり入るのがやっとの狭い空間で、未夢は困惑の表情を浮かべて陽葵と向かい合う。

        （慰める――って……）

        もうじゅうぶん言葉で慰められているというのに、これ以上なにがあるのだろう。

        いや、本能的には何となくわかっている。人の目に触れないこの場所で、彼女がなにをしようとしているのか。

        陽葵は未夢のカーディガンのボタンをぷちぷちと外し始めた。未夢はうろたえながらも抵抗できない。

        「……私も、ずっと失恋してる」

        「え……？」

        彼女の言葉の意味を考えているあいだに、なかのニットシャツを胸の上までめくられていた。陽葵の腕が背にまわり、ブラジャーのホックを弾く。

        「あっ」

        ゆるくなったブラジャー押し上げて、陽葵は未夢の乳房を凝視した。

        真正面からマジマジと胸を見つめられ、とたんに恥ずかしくなる。

        「恥ずかしい？　……でも、オーナーにも見られたでしょ」

        「ん、うん……」

        未夢が両腕で胸を隠すと、陽葵はその腕をつかんでそっと左右にどけた。

        「もう、尖ってる……。見られて興奮してる？」

        「……！」

        自分ではそんなつもりはなかったが、陽葵の言う通り乳頭はピンッと勃ち上がっていた。興奮しているのか否かと言われれば、明らかに前者だ。

        「触ったら硬そうだね」

        陽葵は薄くほほえみ、ピンク色の部分を指でぐるぐるとたどった。二つともだ。

        「ふぁ、ぁっ……！」

        先端が丸みを帯びた細長い指先が乳輪をたどると、えもいわれぬ快感が湧き起こった。すぐに下半身が反応して、せっせと蜜を作り始める。

        （私……このあいだから、変。どうしちゃったんだろう!?）

        レストランで祐実に体をまさぐられて以来、女性というものを妙に意識してしまうのだ。

        町を行く人、大学で講義を受ける人。

        あの女性ひとはセックスのときどんなふうに喘ぐのだろう。あの子の胸は何カップだろう――と、ついそういうことを考えてしまう。

        女の人が性の対象になっているのだが、その事実に気がついたところで愕然としている暇いとまはない。陽葵の指先はくるくると乳首のまわりをなめらかに動き、未夢を喘がせる。

        「ぁ、あっ……んぁあ……」

        ときおり彼女の指が尖りの部分に触れるのがたまらなかった。わざとそうしているのか、あるいはたまたま触れてしまうのかわからないが、とにかくじれったい。

        「ゃ、う……高倉、さん……っ」

        「うん？」

        面白がるような表情になって、陽葵は未夢の顔をのぞき込む。

        「色っぽい顔……。ふだんのあなたからは想像もつかない」

        「ンッ……！」

        乳首の根もとを指先で揺さぶられる。つままれているわけではないので、刺激は微弱だ。

        「ん、ゃぁっ……！」

        未夢は肩をすくめて首を垂れる。唇を噛み締めて、じれったさに耐える。

        「ねえ、オーナーにもこうやって乳首をいじくりまわされた？」

        うつむいて目を伏せていた未夢は顔を上げ、こくっと一回だけうなずいた。

        「そう……。どんなふうにいじられたの？　オーナーは……舌を使った？」

        「う、ううん……舌は――舐められては、ない」

        「ふぅん……」

        陽葵の指先が急に乳頭をつまみ上げた。未夢は思わず「ひぁっ!!」と叫ぶ。

        「ごめん、痛かった？」

        「い、痛くは、ないけど……」

        「そう。……あぁ、すごく硬いね、園峰さんの乳首。コリコリしてる」

        「ぁ、ゃあっ……！」

        硬さを確かめるように、陽葵は指を左右に動かして未夢の乳頭をひねりまわす。それから、小躍りする薄桃色の先端に顔を近づけた。

        「……ッ」

        陽葵がなにをするつもりなのかわかって、未夢は身を硬くする。

        生温かい彼女の舌が、硬く尖りきった屹立に触れる。

        「アッ……！」

        ツンッとつつかれると、足先から脳天に向かってなにかが走り抜けた。それはきっと、衝撃と快感。

        女性に胸の先を舐められているというショックと、その気持ちよさに対する驚愕が未夢を官能的にさせる。

        「やぅっ、高倉さんっ……！　あ、あぁ……っ」

        舌を這わせていないほうは指で丁寧にしごき上げながら、もう片方は舌先でツンツンとくすぐる。陽葵はその動きを執拗に繰り返した。

        快感が、どんどん高まっていく。

        合間で彼女が深く息を吐くのがまた快感だった。湿った乳頭に熱い息を吹きかけられると、大声で「気持ちいい」と叫びたくなる。

        しかし、あまり利用者はいないといってもここは大学の女子トイレなわけで。いつだれがやってくるともわからない公共の場所で、大声を出すわけにはいかない。

        口もとを押さえる未夢を見て陽葵は唇の端を上げた。愉しそうだ。

        陽葵は大きく口を開けて薄桃色のつぼみを口腔に収めた。

        「ひゃうっ！」

        未夢は口を両手で押さえていたが、それでもくぐもった嬌声が漏れ出る。

        陽葵の口に含まれた乳頭は飴玉のように舌で舐め転がされ、その先端からはなにも出ないというのにちゅうちゅうと吸い立てられる。

        「ふは、あぁ……だめぇっ……！」

        ミルクティ色の柔らかそうな髪の毛がふわふわと揺れている。陽葵は顔の角度を変えながら、じゅるじゅると水音を立てて未夢の乳首を舐めしゃぶる。

        未夢はあまりの快感で立っていられなくなった。両足がガクガクと震えている。蓋がされたままの便座の上にへなへなと座り込む。陽葵は身をかがめて未夢の乳頭を追う。

        「立っていられないほど気持ちいいの？」

        「う……ぅ、ん」

        「……すごくいい感じになってるもんね、園峰さんの乳首」

        「んぁっ……！」

        双乳のいただきをぎゅっと強く引っ張り上げられる。リズムを刻むように、天井に向かって引っ張られ、痛いくらいなのにどうしてか快感のほうが勝る。

        「表面は柔らかくて、芯は硬い……。こんな状態のときはなにしても気持ちいい。そうでしょ？」

        「ふゎ、ぁ……あッ!!」

        陽葵は指先をめちゃくちゃに動かして未夢の乳首をくすぐった。陽葵の柔らかな肌と、ときおり当たる硬い爪。その感触の違いがとてつもない快楽を生む。

        「あぁっ、だめ……それ、だめっ……！」

        「どれがだめなの？　こうやって園峰さんの乳首をくすぐること？　でも、すごく悦よさそう」

        「はぅ、うぅう……っ」

        未夢の腰が自然と揺れてくる。くすぶっている下半身をどうにかしてなだめるべく、本能的に腰が揺り動くのだ。

        「焦れてる……？　そんなに腰を揺すって。触って――って、ねだってるみたい」

        「……ッ！」

        指摘されても、腰を動かすのをやめられなかった。自分の意思ではもう、どうすることもできない。

        「Ｇパン……脱いだら？」

        うつむいていた未夢が顔を上げる。ごく近い距離で、陽葵は未夢に言う。

        「自分で上手に脱げたら、触ってあげる」

        陽葵は天使のような顔で、悪魔のような言葉を紡ぐ。

        その口車に乗ってしまったら、いよいよ堕ちてしまう。

        そう思うのに、両手はＧパンの両端に掛かっていた。なかのショーツごといっきに膝のあたりまで引き下げる。そのあいだも陽葵の両手は胸の飾りをいじくりまわしていた。

        「いい脱ぎっぷりだね」

        陽葵は未夢の下半身をじいっと見つめる。

        「もしかして、もう濡れてる……？　乳首をいじっただけで、そうなっちゃうんだ？」

        彼女の片手がお腹を伝って茂みを漁り、秘裂へ沈む。

        「ひゃぁっ……！」

        陰唇に指が這うだけでも気持ちがよくて、未夢は体を仰け反らせた。形のよい乳房がふるんと揺れる。

        「エッチだね、園峰さん」

        陽葵の指はいやに緩慢に、秘芯のまわりをたどる。

        「ここ、女子トイレなんだよ？　そんなところでこんなに濡らしちゃって……」

        陰唇をまさぐる指の数が、一本から二本に増える。

        「――イケナイね？」

        挑発的に笑って、陽葵はふたたび未夢の乳頭にかぶりついた。

        「んあぁあっ！」

        高い声で絶叫して、未夢は全身をビクッと跳ねさせる。

        陽葵はかまわず、口に含んだ乳頭を強く吸い立て、下半身の小さな肉粒を二本の指でぎゅうっとつまんだ。

        「あ、あぁっ、だめ……はぅっ、ううっ！」

        口のなかで舌を動かし、胸の尖りを上下左右になぶりながら、淫核は指でこねまわす。

        未夢の嬌声が快感を物語る。喘ぎ声はどんどん大きくなっていく。

        「あぁ、イッちゃう……も……だめ、イク――……!!」

        ドクッ、ドクッとすさまじい脈動に襲われ、果てる。

        未夢の瞳にはふたたび涙があふれていた。あまりの快感で、頭のなかがぼうっとする。

        陽葵はゆっくりと立ち上がった。しかしすぐに膝を折り、未夢を下から見上げる恰好になる。

        「……？」

        陽葵がなぜそんな体勢をしているのか、未夢には理解できない。

        「イッたばかりのクリを舐められると、すごく気持ちいいの」

        抑揚のない声音でそう言って、陽葵は未夢の両脚を押さえ、その中心に顔を寄せる。

        「――えっ!?　な、舐め……るっ!?」

        未夢は驚いて腰を引いたが、狭い便座の上ではそれ以上うしろに行くことができなかった。

        可愛らしい陽葵の顔が脚のあいだにあるのが信じられなくて、未夢は目を剥く。

        「だっ、だめだよ、そんなとこ……っ！」

        「どうして？　気持ちいいこと、されたくない？」

        「ゃ、それ、は……その……でもっ」

        「園峰さんの豆粒を、ほんの少し舐めるだけだから」

        小さな口から赤い舌が出てきて、秘芯へと伸びていく。その動きがやけにゆっくりと感じた。一秒の長さが変わってしまったのではないかと思うくらいだ。

        ツンッ、と控えめに一突きされる。

        「あぁあっ……！」

        ささやかな一突きでも、絶頂したばかりで敏感になっている花芽にはひどく堪こたえた。

        ほんの少し舐めるだけ、という言葉とは裏腹に陽葵は舌の腹を使って大胆に陰核を舐め上げる。

        「ぁっ、んゃっ……！」

        未夢は自身のふたつの乳房をふるふると躍らせながら、陽葵の舌に感じ入った。

        そんなところを舐められるなんてと思っていたのに、もしもいま舌をどけられたら不満が募るだろう。

        （もっと、舐められたい……！）

        未夢は下唇を噛み、「んっ、んんっ」とくぐもった喘ぎ声を発しながら脚をよりいっそう大きく広げる。陽葵が脚の付け根を舐めやすくするためだ。

        「んふ……」

        陽葵が上目遣いで、咎めるような視線を送ってくる。もはや「やめて」だとか「だめ」とは言えなくなってしまった。

        出てくるのは卑猥な喘ぎ声ばかり。自分の口から出ているものだとは、信じられない。

        陽葵が舌を素早く蛇行させて、花芽の根もとをくすぐる。とたんに、ビリビリとした強烈な快感が込み上げてきた。

        未夢は口を半開きにして、「はぁ、はぁっ」とだらしなく喘ぐ。

        陽葵の舌はとても巧みに動く。欲しいところに、欲しい刺激をくれる。未夢はすっかり彼女の舌戯に溺れていた。

        「すごいね……こんなにあふれさせちゃって」

        ぽつりと言われ、快感に酔いしれていた未夢はハッとして我に返る。

        自分のなかからあふれ出した愛液が、陽葵の口もとをしとどに濡らしている。てらてらと光る桃色の唇は艶っぽく、ひどく淫靡だった。

        （私が――高倉さんの唇をこんなふうにしちゃったんだ！）

        羞恥心が体の隅々から駆け上がってきて、未夢の頬だけでなく耳まで真っ赤に染めた。

        「なかはどんなふうになってる……？」

        単純に興味があるというような言い方をして、陽葵は華奢な人差し指を未夢の隘路に挿し入れた。ぐちゅっ、と大きな水音が立つ。

        「ァッ……!?」

        指はどんどん奥へ進み、人差し指の根もとまであっという間にのみ込んでしまった。

        「すんなり入っちゃったね。……すごく潤ってる」

        挿し入れた指を小刻みに揺らしながら陽葵は未夢の顔を見上げる。

        「ぁ……ふ、ぅっ……！」

        そうして観察されることで膣内がヒクッと脈を打つ。見られる羞恥に体が悶えている。

        「こんなに濡れてるなら、痛みはないでしょ？」

        言いながら陽葵は人差し指をほんの少しだけ入口側に引き戻した。ぐぷっ、とくぐもった水音が響く。

        「ん、んん……痛く、ない……」

        痛みどころか、快感しかない。つい最近までそこになにかが入るという経験をまったくしたことがなかったのに――彼女の指を気持ちよく感じている自分に心底驚かされる。

        「園峰さんって素直だね。私とは大違い。……うらやましい」

        ため息さながらに口から大きく息を吐いて、陽葵は人差し指をあらためて突き入れた。

        「アァアッ！　んぁ、ああッ！」

        何度も何度もズン、ズンッと指を突き入れられ、そのたびに未夢は金切り声を上げた。

        陽葵の指はとても細いのに、いったいどこにこんな衝撃をもたらす力があるのだろうと思う。

        ぐぷっ、ぬちゅっと空気を含んだ水音が個室内にこだまして、卑猥なムードをいっそう盛り上げる。

        「園峰さん、すごく素直だから……ご褒美に、クリも一緒に触ってあげるね」

        空いていたほうの左手を濡れた花弁に添わせて、ぷっくりとふくらんでいる淫芽を指先で押しなぶる。

        「あぁ、そんな、されたら……また、イッちゃう……！　だめ、だめぇえっ！」

        「ん、じゃあ……やめとこうかな」

        突然、なにもかもが空虚になった。陽葵は両手を上げ、顔の左右でひらひらと振っている。

        「あ――……」

        ――いま、やめてしまうなんて！

        愕然として顔色を失う未夢を見て、陽葵はニイッと笑う。

        「やっぱり、されたい？」

        未夢は勢いよく、こくこくと何度もうなずいた。なりふりかまっていられない。

        ほほえみを崩さず、陽葵はふたたび未夢のなかに指を入れた。今度は中指だ。

        「ん、んっ……！」

        彼女の指が途中で折り曲がった。お腹側のある一点をこすり始める。

        「あっ……!?　そこ……なに……？　や、あぁあっ……！」

        あせりを伴った快感が官能を追い立ててくる。陽葵の指の動きは決して速くない。花芽をつまんでひねりまわす指にしても、いやにのんびりしている。

        それなのに、快感は瞬く間にふくれ上がった。

        だめだとは口に出せない。途中でやめられたら、いよいよたまらない。

        「あぁあぁああ――……ッ!!」

        未夢が絶叫するのと同時に、彼女の陰部から半透明の液体が勢いよく噴き出した。淫液はトイレの扉を濡らして、何本もの筋になって床のタイルにぽたぽたと落ちていく。

        「あ、なに……？　これ……」

        「潮吹き――って、知らない？」

        聞いたことはある。しかしそれを目にするのは――体験するのは初めてだ。

        カクカクと小さく震えながら口もとを押さえる未夢を、陽葵は微笑したままそっと抱きしめた。

        


        　

        　

    

    
        第三章　厨房の蜜戯

        　

        ――もう、ソコの感覚が麻痺してしまいそうだった。

        ローターの電池は思いのほか長持ちするものだ。夕方からずっと、下半身の敏感な豆粒をローターで揺さぶられている。

        「お待たせ、いたしました」

        熱された鉄板に載せたハンバーグを客席へ運び、未夢はぎこちない笑顔を作って「ごゆっくりどうぞ」と言う。

        それから、なるべく脚のあいだがこすれないようにして厨房へ戻った。

        「はい、未夢ちゃん。これは五番テーブルね」

        オーナーにサラダを手渡される。この女性はよくもこう、平然としていられるものだと感心する。

        （こっちは乳首が下着にこすれるだけでも感じちゃうっていうのに……！）

        いや、むしろもう感じすぎてわけがわからなくなっている。

        それでも店は客足が絶えず、相も変わらず忙しい。いや、もしも客が少なかったら、この振動音に気づかれてしまう。脚のあいだで残酷に震え続ける、無機質なローターの音に。

        夜の十時を過ぎると客足は途絶え、そのまま閉店となった。

        （やっと終わった……）

        未夢は疲労感をあらわにのろのろと歩き、更衣室に入る。そこには先に陽葵がいた。まだレストランの制服を着ている。

        「……オーナーにローターを仕込まれたんでしょ」

        ぎくりとして、ブラウスのボタンを外す手を止める。

        「う、うん……」

        陽葵には気づかれていた。客には知れていないだろうかと、いまさらながら不安になる。

        「じゃあ、くすぶってるんじゃない……？　シてあげようか」

        「えっ……？　なに、を」

        陽葵が小首を傾げる。可愛らしい。

        「……わかるでしょ？」

        未夢はごくっと喉を鳴らした。このところいろいろな感覚が麻痺している。

        羞恥心、道徳観、そして理性。

        常識的な感覚を、いっさい忘れてしまった。

        「わか、る」

        陽葵に性的な施しを受けるのを想像して、蜜奥が潤む。

        「スカートをめくって……私に見せて？　園峰さんの大事なところがいま、どんなふうになってるのか」

        「ん……」

        スカートの裾をつまんで引き上げる。ローターはようやく電池切れになって、振動をやめていた。

        未夢の白いショーツのクロッチ部分はところどころに蜜染みができていた。陽葵は膝を折り、下から見上げるような恰好で未夢の濡れそぼった下着をしげしげと見る。

        「お漏らししたみたいにぐっしょり」

        「……！」

        スカートの裾をつまむ未夢の両手がピクッと震える。

        「ずっと……濡らしながら料理を運んでたの？」

        未夢はしどろもどしながら「あの、その」と口ごもった。

        なにか言いわけをしたところで、この状態を見られている以上、意味を成さない。

        未夢は先ほどと同じように「ん……」とあいまいに返事をした。

        「ローターは、電池が切れちゃったみたいだね」

        陽葵の細長い人差し指がショーツごしにローターをつつく。

        「ぁ、んぅ……」

        花芽に当たるように、意識してローターを揺さぶられているのは間違いない。

        「園峰さんって……かわいいね」

        不意に言われ、未夢は「へっ!?」と声を裏返らせた。

        「だって、ぴくぴく脚を震わせて……私に言われるままスカートを持ち上げて。従順だね」

        ――だって、さわってもらいたいから。

        未夢は陽葵がさわりやすいように、脚をほんの少しだけ開いた。それを見て陽葵はくすっと笑う。

        「なんだか、すごくけなげ……」

        言いながら陽葵は濡れたショーツの端から指を入れて、なかのローターを転がした。

        「んぁっ、ああっ……！」

        つかず離れずの微妙な加減だった。ローターは陽葵の指に転がされて、肉粒に当たったり当たらなかったりとじれったく動く。

        「ねぇ、園峰さん……。自分で乳首をいじってみたら？」

        「――っ、え!?」

        「ブラウスのボタンを外して、ブラジャーをめくり上げて……乳首をつまむの。ほら、やってみて」

        未夢は「どうしよう」とためらったのちに、陽葵の指示通りにした。ブラウスのボタンを上から順番に四つほど外して、白いブラジャーを首の下までめくり上げる。

        （自分で、つまむなんて……）

        未夢の薄桃色はなにもせずとも尖っていた。触れられるのをいまかいまかと待ち望むように、硬くなっている。

        ちらりと下を見やる。陽葵の上目遣いは煽情的だ。無言の圧力というのだろうか、「早くつまめ」と言われているようだった。

        未夢の両手がゆっくりと動きだす。脇腹を通り、ふくらみのところまでくると、手は先端をつまめる形になって薄桃色の尖りをつかんだ。

        「はぁ、ふ……ぅう」

        乳首をつまんでいるのはまぎれもなく自分自身の指なのに、他人に――陽葵にされているような心地になるのはきっと、彼女がそこを凝視しているせい。

        陽葵は未夢のショーツをずるりと引き下ろした。一緒に落ちてきたローターをつかみ取り、ふたたび未夢の陰唇にあてがう。

        「すごくヌルヌルしてるよ、このローター」

        「はんっ、ふぁ……！」

        人の手に渡ったローターは予測不能な動きをするものだから、よけいに感じてしまう。

        ローターは蜜口へと沈んで、隘路の入口に溜まっていた愛液を絡め取った。いっそうぬめり気を帯びたピンク色のローターは花芽の側道をえぐるようにぐるぐると周回する。

        「あぅ、んう……う、ぁあ……ッ」

        とてつもなくゆるやかに淫核のまわりをぐりぐりと押され、両脚がますます震えておぼつかなくなる。

        「ホント、かわいい……」

        陽葵が息を漏らして笑う。

        「園峰さん、手が止まってるよ？　ちゃんと乳首をいじらなくちゃ」

        「んっ、んん」

        「もっと強くつまんで、引っ張って……そう、上手。今度は、ギュッと押し込んでみて？」

        さながら陽葵の操り人形だ。未夢は彼女の指示通りに、指先に力を込めて薄桃色のいただきをいじくりまわす。

        （自分でしてるのに……こんなに気持ちいいなんて）

        陽葵の視線が、秘所をまさぐる指遣いが快感に拍車をかけて、乳頭をいじる自分自身の手を巧みにさせる。

        「園峰さんは、意外と……欲に忠実なのね」

        「――ふっ!?」

        下半身の敏感な豆粒に、急に鋭い刺激が走った。驚いて下を見れば、陽葵の左手が小さな豆粒をつまんでいた。右手に持ったローターはそのままにして、膣口のあたりをぐりぐりとえぐっている。

        「んやぁ、あん……っ！」

        「手を休めちゃだめだってば。……イきたいでしょ？」

        「ふぅ、うう……ッ」

        下半身にもたらされる快感だけでもじゅうぶん絶頂できそうだが、咎めるような調子でそう言われては従わざるを得ない。

        陽葵の指の動きがどんどん速くなる。未夢もまた、自身の乳首を指でめちゃくちゃにまさぐった。

        「あぁああ、あ――ッ!!」

        絶叫して、ビクビクと体を脈打たせる。息を荒げていると、陽葵はローターを持ったままゆっくりと立ち上がった。

        コツコツコツ――と、扉の外をだれかが歩く音がした。

        未夢はびくっと肩を揺らし、あわててブラジャーを引き下ろす。

        しかし更衣室の扉が開くことはなく、靴音は遠のいていった。

        （オーナーかな……？）

        ほかに従業員はいないので、十中八九そうだ。未夢は更衣室の端へ行き窓を開けた。

        （あ、やっぱりそうだった）

        窓から外を見やれば、祐実がだれかの車に乗るところだった。見るからに高級そうな外車だ。左側の運転席の窓が開いている。なかには遠目でもわかるくらい見目の麗しい男性が車を運転していた。

        未夢は、いつの間にかとなりにやってきていた陽葵に尋ねる。

        「あれって、オーナーの……旦那さん？」

        「……そう」

        「オーナー、結婚してたんだ」

        既婚者でありながら従業員にあんなことをしているのか、と少々あきれてしまうが、その言葉はのみ込んだ。

        ――高倉さんが、とてもつらそうな顔をしていたから。

        いまにも泣き出しそうな顔になっているのは、なぜだろう。

        ブロロ……と低音を響かせて車が走り去っていく。

        未夢はそっと窓を閉めた。悲痛な面持ちの陽葵に、なんと声を掛ければよいものか。

        もしかしてと思うところはある。しかしそれを尋ねるべきか否か。おおいに迷う。

        未夢は深呼吸をしたあと、ごくりと唾を飲み込み意を決した。

        「高倉さんって……もしかして、オーナーのこと……？」

        あたりは異様に静まり返っていた。陽葵はなにも答えない。眉間にしわを寄せたままうつむいている。

        ――どきどきするのはなぜだろう。

        思い切って尋ねてみたものの、返事を聞くのが怖い。なぜそうなのか、自分のことなのに説明できない。

        「……そう、だよ」

        陽葵の小さな声が、静かな更衣室にぽつりと響いた。

        その瞬間、「ずっと失恋している」という彼女の言葉が頭のなかにパッとよみがえった。

        ――そういうことだったのか。

        （高倉さんは、オーナーのことが好き……）

        未夢は呆然とした。その事実を、どうしてか受け入れられない自分がいる。

        「そ、そういえば……残り物のケーキ、食べていいってオーナーが言ってたよね」

        未夢はパンッ、と両手を合わせた。その音に驚いたのか、陽葵が顔を上げる。

        「ん……そうだね」

        「たっ、食べよう！　ね、高倉さん」

        返事を聞かぬうちに未夢は陽葵の手をつかんだ。

        レストランの制服を着たまま、ふたりは厨房へ向かう。

        鏡面になっている冷蔵庫を漁ってケーキを二つ取り出し、近くにあった小皿に載せて銀色のテーブルの上に並べた。

        「フォーク、持ってくるね」

        未夢は陽葵の顔を見ずにそう言って、カトラリーボックスからケーキ用のフォークを二本手に取り、その一つを陽葵に渡した。

        「いただきまーす……」

        小さなフォークでガトーショコラに切れ目を入れて、口へ運ぶ。陽葵はというと、フォークを持ってはいるが食べようとはしなかった。

        （……どうしたらいいんだろう）

        なんとかして、陽葵を元気づけたい。

        ――だって、慰められたから。

        優しい言葉をかけられ、気持ちいいばかりの愛撫を受けて。

        心も体も、彼女に慰められた。心も体も、軽くなったのだ。

        （なにか歌を歌う？　……ううん、そんなことしてもシラけるだけだ）

        ああでもない、こうでもないと未夢が逡巡しているあいだに、陽葵はフォークを小皿の上に預けた。

        「私……卑怯なの」

        未夢は目を丸くする。

        陽葵のいったいなにが、卑怯だというのだろう。

        「え、ええと……？　卑怯――って、なにが？」

        フォークを持ったまま未夢は首を傾げる。

        陽葵は依然として眉根を寄せている。彼女がそんなふうにしていると、なんともいたたまれない。

        陽葵が大きく息を吸い込む。

        「園峰さんのこと慰める、なんて言って……本当は、あなたがオーナーを好きになったら困るから誘惑しようって思ったの――！」

        その言葉を聞いて、未夢はしばらくなにも言えなかった。

        薄々、そうではないかと思っていた。

        （そっか……。高倉さんは、私がオーナーにエッチなことをされるのが嫌だったんだ）

        後頭部を鈍器で殴られたような衝撃が走った理由がわからない。

        なぜ自分はこんなにもショックを受けているのだろう。

        「ごめんなさい……っ、園峰さん」

        陽葵は両手で顔を覆っている。指のあいだから垣間見える瞳には涙が浮かんでいた。

        「……ううん。正直に話してくれてありがとう」

        理由はなんであれ、陽葵に慰められたのは事実だ。

        未夢は床のタイルに視線を落とした。ふたりともなにもしゃべらない。

        （私がショックを受けたのは………高倉さんの想いが自分に向いてないからだ）

        未夢のなかで想いが定まる。霧を散らしたようだった感情が、ひとつになる。

        未夢は顔を上げ、眉尻を下げてほほえんだ。

        「高倉さんの思惑通り、私はあなたに誘惑されちゃったよ」

        顔を覆っていた陽葵の両手がわずかに下へずれる。

        「好き……高倉さんのことが」

        「……！」

        陽葵は驚きをあらわに、両手をのろのろと下ろした。信じられないものを見るような目を未夢に向けている。

        「……ずっと、失恋してるって言ってたよね」

        未夢は立ち尽くす陽葵に向かって一歩を踏み出す。

        「じゃあ今度は私が……慰めてあげる」

        ふたりのあいだの距離がどんどん縮まる。陽葵は、迫りくる未夢から逃れようとはしなかった。

        「高倉さんがほかの人を好きでもいい。……でもいまは、私だけ見て……？」

        陽葵の華奢な両肩をつかみ、彼女に近づく。

        自分からだれかにキスをしたことなんてなかった。まして、女の子になんて。

        手が震える。唇も、小刻みに震えている。

        それでも、したいと思った。陽葵の柔らかな唇を、もう一度味わいたい。

        彼女の唇に触れるまで、あともう少し。

        「んっ――」

        どちらともなくうめいたのは、未夢の唇がぶつかるようにして陽葵のそれに当たったせい。

        （し、失敗しちゃった……！）

        もっと穏やかに口づけるつもりが、勢いよくぶつかってしまった。

        しかしやり直しをするのも不自然だ。唇はもう重なってしまっているのだから、このまま続けよう。

        未夢は固く目を閉ざし、顔の角度を変えながら陽葵の柔らかく瑞々しい唇を貪った。

        （なんでだろ……。キスしてるだけなのに、すごく気持ちいい）

        頭のなかがふわふわとして、夢見心地だ。

        （舌……挿れてみようかな）

        そういうキスは不慣れだが、もっと陽葵と唇を合わせていたい。

        未夢は鼻で大きく息をして、おそるおそる舌を伸ばした。

        陽葵の唇は未夢の舌をすんなりと受け入れる。わずかに開いて、震える舌を招き入れた。

        「ふっ……ん、ん……」

        舌同士が絡み合う。未夢はたまらず、陽葵の背中に腕をまわして彼女を抱き込んだ。互いの胸が当たってつぶれる。

        （すごく温かい……高倉さんの口のなか）

        興奮して、息遣いが荒くなる。それは陽葵も同じのようだった。「はあ、はぁ」と吐息が混ざり合う。

        未夢はたまらなくなって、陽葵の口腔で舌を蛇行させ上あごをくすぐった。すると陽葵もまた同じことをやり返してきた。ぞくぞくっと脇腹のあたりが甘く粟立つ。

        心地よさで自然と体が揺れてくる。すると胸をこすり合わせることになり、淫靡さが増す。

        ぴちゃぴちゃ、ちゅぷっ。

        この卑猥な水音を奏でているのはいったいどちらなのか。

        舌は陽葵に動かされているような気もする。彼女にリードされて、水音が立っている。

        （高倉さん……いまは本当に、私のことを見てくれてる？）

        彼女が積極的なのはそういうことなのではないかと、いいほうに考える。そうであって欲しい。

        唾液の糸を引いて、ふたりの唇が離れる。

        （……これからどうしよう？）

        「慰める」と言った手前、陽葵にばかりリードされているわけにはいかない。

        ――ここは、欲に忠実になろう。

        陽葵の裸を見たいと思った。乳房の形、陰部の色。すべてを見てみたい。

        そんなふうに思ったのは初めてだった。男性に対してだって、裸を見たいだなんて考えたことはない。

        「高倉さんの――ぜんぶを見せて？」

        発した声が震えてしまったのは、拒絶されたらどうしよう、と少し怖かったから。

        しかし陽葵はふたつ返事だった。

        「いいよ……」

        頬を紅潮させて、陽葵はこくっとうなずく。

        未夢は秘かに深呼吸をして、陽葵のブラウスのボタンに手を掛けた。

        ぷちん、ぷちんとひとつずつ外していく。

        ブラウスのなかから出てきたのは、ヴィヴィッドな紫色のセクシーなブラジャーだった。陽葵はどうやら派手な色の下着が好みらしい。

        （すごい、谷間が……きれい）

        くっきりとした胸の谷間を目の当たりにして、未夢は息をのんだ。自分にはないものだ。

        ――早く胸を見たい。

        未夢は陽葵のブラウスの前を開いたまま彼女の背に腕をまわし、ブラジャーのホックを弾いた。

        ゆるくなった紫色のブラジャーを、ゆっくりと持ち上げる。陽葵はいっさい動かない。唇は一文字に引き結ばれている。緊張しているようにも見えた。

        下着をどけて、あらわになった乳房を未夢は凝視する。

        女性同士とはいえ他人の乳房を、こんなにも間近で見る機会なんていままでになかった。

        ふたつのふくらみは美しく豊満だった。先端を飾る薄桃色はとても鮮やかで、それを見ているだけで情欲をそそられる。

        触れて、揉みくちゃにしたい衝動に駆られたが、荒っぽくして嫌われたくはない。

        未夢は両手をそろりそろりと動かして、真っ白なふたつのふくらみを目指した。外側から、包み込むようにそっと触れる。

        ふにっ、と乳房が揺れた。

        （や、柔らかい……！）

        自分のものだって同じような感触なのかもしれないが、陽葵の胸はすべやかで肌ざわりがよく、弾力がありながらもとてもまろやかだった。

        未夢はすぐに、その感触のとりこになった。豊かな乳房をわしづかみにして、ぐにゃぐにゃと揉み込む。

        「ぁ……んん……」

        胸を揉まれて気持ちがいいのか、陽葵はとろんとした目つきになって高い声を漏らす。

        気持ちがいいのは未夢も同じだった。陽葵の双乳は、一度手にしたらもう放したくないと思うほど揉み心地がよかった。

        平べったかった薄桃色が、むくむくと勃ち上がってきた。さわってと言わんばかりだ。

        未夢はすぐにはいただきに触れず、乳輪のきわをすりすりとこすった。

        「は、ぁん……やぁっ……」

        陽葵の呼吸が荒くなり胸が上下する。未夢はあらためて乳房をつかみ直した。今度は乳首を指のあいだに挟む。

        人差し指と中指のあいだにある胸飾りを、指を動かすことでくにくにと躍らせる。

        小躍りする乳頭を見て、未夢は無性にそこに食いつきたくなった。

        （乳首……舐めてもいいかな）

        未夢はごきげんうかがいのつもりで、尖りの根もとを指の腹でくすぐった。

        「ぁっ、あん……んぅっ」

        陽葵の肩が、愛撫を誘うようになまめかしく左右に揺れる。それがかわいらしくて、未夢はすぐに彼女の誘いに乗った。硬い乳頭を二本の指でキュッとつまみ上げる。

        「アッ……！」

        ひときわ高い声を上げて、陽葵は身もだえする。

        薄桃色のつぼみを指でこすり合わせると、陽葵は目を細めてますます息遣いを荒くした。

        「やぁ、ん……！」

        陽葵は甘い声音で吐息混じりに喘ぐ。未夢もまた呼吸が荒くなっていた。陽葵の乳頭をいじることで自分自身も性的に興奮している。脚の付け根が潤んでいるのがわかった。

        （高倉さんも、感じてるのかな……？）

        そうであって欲しいし、もっともっと彼女を気持ちよくしたい。

        つまんでいる乳頭のてっぺんに指を添え、そっと押し込む。硬いつぼみが柔肉へと沈み込む。

        「あぁっ……！」

        陽葵の両肩がガクッと揺れる。急に乳頭を押し込んだものだから、驚いたのかもしれない。

        「あ、ごめん……平気？」

        「ん、んぅ……」

        あいまいな返事だが、嫌がってはいないようなのでそのまま乳頭をいじり続ける。

        （ええと……私がされて気持ちいいようにすればいいよね）

        未夢は指先を小刻みに動かして薄桃色の尖りを右へ左へとひねった。

        「ぁっ、あん……はぅ、うぅん……っ！」

        陽葵は口を半開きにして、よろよろと後ずさる。銀色のテーブルに浅く腰掛けるようにして居場所を落ち着かせると、いっそう大きな嬌声を漏らした。

        「ふぁあっ！」

        陽葵が乱れるさまは新鮮だった。彼女にはいつも攻められてばかりだったから、こんなふうに喘ぐのだと知ってますます陽葵に興味が湧く。

        （もっと気持ちよくして……たくさん、声を聞きたい）

        陽葵の嬌声を聞くと、体がぞくぞくと震えて心が浮き立つ。それは悦びに違いない。

        （舐めたい……高倉さんの乳首）

        先ほどからそのことばかり考えている。硬く凝った薄桃色のつぼみを口に含みたくてたまらない。

        未夢はゆっくりと身をかがませた。陽葵に、自分がこれからなにをするつもりなのか示すように。

        陽葵は胸の下に置いていた両腕をわずかにぴくんと跳ねさせたが、その両手が動いて未夢を拒絶することはなかった。

        （あ、舐めてもいいんだ）

        無抵抗を同意ととらえて、未夢は口を開ける。いやに緊張する。女性の乳首を口に入れるなんて、赤ん坊のとき以来だろう。もっとも、そのときは純粋だっただろうし覚えてもいないことだ。

        しかしいまは違う。不純な欲にまみれて、ふしだらな目的で陽葵の乳首を口に含もうとしている。

        ――かぷっ。

        歯が当たってしまわないように気をつけながら口のなかにそれを収めた。

        ちゅ、と軽く吸ってみる。

        「ふぁあああっ！」

        頭上から響いてきた絶叫に驚き、未夢はびくっと肩を揺らした。

        （え、え……？　そんなに気持ちいいのかな）

        まだ、ほんの少し乳頭を吸っただけだ。そんな反応をされるとは思ってもみなかったので、かえって戸惑ってしまう。

        「わ、私……乳首を……吸ったり、舐めたりされるの……弱いの……！」

        弁明するように陽葵が言った。やっと聞き取れる、小さな声だった。

        未夢は陽葵の乳頭を口におさめたまま口角を上げる。

        （いいこと聞いちゃった）

        弱いところは攻めどころ。

        未夢は口にしていないほうの乳首を指でつんつんと小突きながら、薄桃色の棘の根もとをレロレロと舐めてくすぐる。

        「ぁっ、あっ、あぁあ……！」

        上半身をくねくねと揺らしながらもだえる陽葵の、乳頭を未夢は絶えず攻め続けた。

        硬くなりすぎた乳首を舐め上げ、吸って、舌でなぶり倒す。

        「あぁっ――……もぉ、だめぇ……!!」

        そうして叫んだあと、陽葵は下半身をびくっ、びくっと波打たせた。

        未夢はあわてて顔を上げ、陽葵の顔と下半身とを交互に見やる。

        「もしかして……？」

        おずおずと尋ねると、陽葵は頬を真っ赤に染め上げた。

        どうやら乳首への愛撫だけで絶頂してしまったらしい。

        「高倉さん、ほんと乳首が敏感なんだね」

        耳まで真っ赤になってしまった陽葵を見て未夢はほほえむ。彼女のそういう面を知ることができて嬉しい。

        （もっと知りたい……高倉さんのこと）

        未夢はどきどきと胸を高鳴らせながら、いまだに尖ったままの乳頭をツン、と軽くつついた。

        「はぅ……」

        陽葵が恥ずかしそうに下を向く。

        未夢は調子づいて、彼女のスカートの裾に手をかけた。ゆっくりとめくり上げる。

        ショーツはブラジャーとそろいのもので、フリルレースがふんだんにあしらわれた紫色だ。

        陽葵はピタリと脚をくっつけている。付け根を見られたくないと思っているのだろうか。

        「……見せて？」

        未夢が言うと、陽葵は小さく脚を震わせた。

        ためらうようなそぶりを見せたあとで、ゆっくりと両脚を開く。

        しかし、脚はほんの少ししか開かなかった。未夢は陽葵の太ももの内側に両手を滑り込ませて、左右に押す。

        陽葵は小さな声で「ゃぁ」と言ったが、本当に嫌がっているようには見えなかった。

        開かれた両脚の付け根をまじまじと見る。ショーツに染みができているのがわかった。

        （よかった、ちゃんと感じてくれてる）

        未夢はホッとして、ショーツのクロッチ部分を人差し指でのろのろとたどった。

        「は、ぁん……」

        陽葵の甘い声は何度聞いても飽きない。それどころか、もっと乱れた声を聞きたいとすら思ってしまう。

        紫色のショーツの、染みになっているところでくるくると円を描く。テーブルの上に浅く腰掛けていた陽葵は気持ちがいいのか、乳房までふるふると揺らしてもだえた。

        薄桃色の尖った先端が小刻みに揺れるさまはじつになまめかしい。

        未夢は爪を立てて、陽葵の陰唇を下着ごしにカリカリと引っかいて性を煽る。

        「ふゎあっ！　ぁん、あぁんっ……！」

        陽葵は乳首だけでなく、下半身もとんでもなく敏感なのではないかと思う。

        爪を立てているとはいえ、刺激は微弱だ。それなのに、陽葵は色好い反応を示してくれる。

        （されるのもいいけど……こうして『する』のもけっこう楽しい）

        人形相手にこんなことをしていても、きっと楽しくないだろう。陽葵が喘ぎ、もだえるからこそ楽しいのだ。

        未夢は「すう、はあ」と呼吸を整えて、ますます湿ってきた箇所をぐりぐりと押す。

        「あっ!?　ぁっ、だめぇっ……ん、んぁ……！」

        ショーツ生地が蜜口に沈み込むと、陽葵は泣き出しそうな顔になって小さく首を横に振った。

        「あ――ご、ごめん……」

        やり過ぎただろうかと思って、指を引っ込める。すると、陽葵は瞳に涙を浮かべて顔を上げた。

        （あ、あれ……？　不満そう……？）

        潤んだ瞳で、うらめしそうにこちらを見つめてくる。

        「嫌なわけじゃ、なかった？」

        「ん……」

        今度は縦に首を振っている。横に振ったり縦に振ったりと忙しない。

        未夢はあらためて、ショーツごしに蜜口をつついたあと、そのすぐ上にある豆粒をトントンとノックした。

        「ァッ、アッ……！」

        ノックに合わせて陽葵は喘ぐ。両脚がぴくっ、ぴくっと跳ね上がる。

        「わ……もう、ぐしょぐしょだね……？」

        陽葵のショーツはお漏らしをしたように濡れそぼっている。

        「うぅ……。そんな……言わないで……」

        ばつが悪そうに視線を逸らす陽葵がまた可愛らしい。

        （そろそろ、じかにさわってもいいよね）

        濡れたショーツの端を持ち上げて、なかのようすを探る。

        陰部は思った以上にぬめり気があった。指先がほんの少し肌をかすめただけでも、ぬるぬるとした愛液がくっついてくる。

        「……すごい」

        未夢が率直な感想を述べると、陽葵は眉間にしわを寄せた。「悪かったわね」と言わんばかりだ。

        「あ、嬉しいんだよ……？　こんなにヌルヌルになってくれて……嬉しい。もっと……気持ちよくなって欲しい」

        あふれていた蜜を指に絡め取ったあとで、淫核のまわりを指でえぐるようにしてぐるぐるとたどる。

        「ぁあ……！　んっ、はぅう……！」

        「ねえ、気持ちいい……？」

        指を動かしながら尋ねると、

        「ん、んっ……気持ち、ぃ……」

        すぐに答えが返ってきた。未夢は満面の笑みになる。

        陽葵の大切な箇所を見たい。未夢は紫色のショーツのなかからいったん手を引いて、下着の両端をつまんでグイッと勢いよく引き下ろした。

        「あっ」

        脱がされるとは思っていなかったのか、陽葵はあわてている。

        濡れたショーツを足先から抜けさせて、テーブルの上に置く。

        そのあいだに陽葵は脚を閉じてしまっていた。

        「だめだよ、見せて」

        ビキニラインをすりすりとこすって、脚を開かせようとした。しかし陽葵はくすぐったそうに身もだえするばかりで、脚を開いてはくれない。

        今度は陰毛をこちょこちょとくすぐる。

        「んぁ、はぁっ……うう」

        陽葵の両脚がもじもじと揺れ動く。くすぐったいというよりも、気持ちよさそうにしている。もうひと押しだ。

        内股のわずかな隙間に指を挿し入れて、陰唇を撫でる。

        「やっ……ぁあ、だめ……ふぅっ」

        陽葵の場合、「だめ」と言っていても本音とは限らないと先ほど学習した。未夢は彼女の顔色を見ながら指を動かし続ける。

        陽葵の、脚を閉じる力が弱くなってきた。未夢はここぞとばかりに陽葵の太ももの内側に両手を入れて押し開く。

        「ゃんっ」

        小さく啼いて、陽葵がうつむく。観念したのか、あるいは触れてもらいたいからか陽葵はもう脚を閉じようとしない。

        膣口は大量の蜜をこぼしていた。濡れた陰部は蛍光灯の光を淫らに反射している。

        なまめかしく光るそこを見つめ、未夢は膝を折る。

        自分のものですら、これほど近くで見たことがない。蜜に濡れた陰唇を、未夢は食い入るように見つめた。

        「園峰さん、見すぎ……」

        弱々しくも咎めるような調子で言われたので「ごめん」と謝るものの、そこから視線を逸らしたくなかった。

        「だって、きれいなんだもん。なんていうか……神秘的？」

        「……なに、それ」

        あきれ顔の陽葵を見上げて未夢はへらっと笑い、神秘的なそこへ手を伸ばす。

        小さな口にこわごわと指先を突っ込むと、指は誘い込まれるようになかへ沈んだ。

        「あぁっ……！」

        狭道の浅いところとはいえ指でくすぐられるのは心地よいようで、陽葵はつやっぽい声を出して腰をくねらせた。

        くちゅ、くちゅっと水音が立つのが楽しい。陽葵はほかにどんな音を奏でてくれるのだろう――と、いろいろな方向に指を動かしてみたくなる。

        未夢は挿し入れた中指の先端を狭い隘路のなかで泳がせる。湿潤な媚肉をあらゆる方向へつつきまわす。

        「んふ、あ……っん、んぁあ……！」

        陽葵の息遣いが荒さを取り戻す。それだけ興奮してきているということだ。

        どうやらその興奮が伝染してしまった。未夢は自分の下半身が潤んでいくのを感じながら指先を執拗に動かした。

        はじめは控えめだった水音が、どんどん卑猥さを増して、ぐちゅぐちゅっといった具合に大きくなっていく。

        （もっと奥まで指を挿れたいけど……ちょっと怖い）

        痛がられるかもしれない。自分のなかにだって奥まで指を挿れたことがないのだ。

        （でも……舐めるのなら、痛くないはず）

        陽葵のあわいに指を沈めたまま、陰唇に顔を近づける。

        目指すところは、ぽってりとふくらんで充血している小さな肉粒だ。

        陰核をつつこうと舌を出すものの、不慣れなせいでなかなか距離感がつかめず、いつまで経ってもそこへ到達できなかった。

        （もっと顔を近づけなくちゃ）

        そうして前のめりになると、今度は近づきすぎて舌だけでなく口や鼻も陽葵の秘所にぶつかってしまう。

        「ひゃっ！」

        「んむっ！」

        それぞれが頓狂な声を上げた。

        「ごめっ、ごめん……！」

        鼻を押さえながら上を見ると、陽葵は頬を赤くしてクスクスと笑っていた。

        「その……初めて、でして」

        言いわけがましくつぶやくと、

        「私も……されるのは、初めて」

        「……！」

        未夢の口もとがゆるむ。

        （そうなんだ……。てっきり、オーナーにこういうことされてるのかと思ってた）

        なんだかやけに嬉しい。いままでだれも、陽葵の秘めたところを舐めたことがないのだと知って、異様なまでに気分が高揚した。

        （でも、じゃあ高倉さんは……オーナーとはどんなことをしてるんだろ？）

        未夢は心のなかで首を横に振る。

        （ううん。気にしても仕方ない……。私がすることを、気持ちいいって思ってもらえれば、もしかしたら……）

        ――私のことを好きになってくれるかもしれない。

        未夢は期待を込めて、あらためて舌を出した。今度は手のひらで距離感をつかみながら、濡れ粒をれろりと舐め上げる。

        「――んぁっ！」

        陽葵の背すじがぴんっと伸びる。同時にふたつのふくらみが大きくふるりと弾んだ。

        （ココは……べろべろってされると、気持ちいいんだよね）

        未夢は差し出した舌を短いスパンで左右に動かして豆粒を揺さぶった。ふくらみきった淫核は未夢の舌になぶられてヒクッ、ヒクッと打ち震える。

        「それ、ゃっ……ぁん、あぁんっ!!」

        陽葵の嬌声はますます未夢をやる気にさせる。

        （乳首も一緒にいじれるかな……？）

        左手を上に伸ばして、ふくらみを押し上げる。いただきを探り当てて、指でつまんだ。

        「ひあぁっ！　あっ、だめ、だめっ……ンンンッ！」

        左手の指でつまんだ乳頭、舌で舐めまわす陰核、右手の指を挿し入れた膣口。意識的にすべてを動かして、陽葵を性的にまくし立てる。

        （私のことだけ考えながら、イッて欲しい）

        未夢は必死だった。必死に、陽葵の意識に入り込もうとする。

        いつから彼女に惹かれていたのかわからない。

        もしかしたら初めて会ったときから――……一目惚れだったのかもしれない。

        陽葵のことが好きだと自覚してからは、心のつかえが取れたように気が楽になった。

        女の子同士なのに――と、陽葵の秘めたところをまさぐっているいまだって思うし、非常識なことばかりしているという背徳感に押しつぶされそうになる。

        それでも、彼女を求めずにはいられなかった。

        


        　

        　

    

    
        第四章　魅惑のフィッティングルーム

        　

        自宅の狭い風呂のなかで、未夢は雫だらけの天井を仰いだ。湯船には胸の半分くらいまで湯を張っている。

        （はぁ……陽葵ってどうしてあんなにかわいいんだろ）

        このところ家にいても大学にいても、気がつけば陽葵のことばかり考えている。

        彼女の笑顔や乱れる姿が思い浮かび、たまらなくなるのだ。

        未夢はおよそ一ヶ月前のことを思い起こしていた。陽葵はレストランの厨房で二度、絶頂した。一度目は乳首をいじっただけ。二度目は、陰核を舐めしゃぶることで達した。

        （でも、もっとこう……強烈にイッて欲しいんだよね）

        未夢はザパッと音を立てて湯から上がり、風呂椅子に座った。曇り止めがほどこされた鏡に映る自分自身をじいっと見つめる。

        （あ、そうだ……練習しよう）

        ちょうどいい実験体が鏡に映っている。どういうふうにしたら陽葵が気持ちよくなるのが、自分の体で試してみよう。

        未夢は鏡を見ながら、自分自身の濡れた乳頭を指でつまみ上げた。

        「ん……」

        天井に向かって軽く引っ張りながら、左右にひねる。ふたつとも同時にそうする。

        「はん、んぅっ」

        陽葵の顔を思い浮かべていたらすぐに快感がふくれ上がって、下半身がぐずぐずとじれてきた。

        風呂椅子に秘所をこすりつけるようにもじもじと内股を動かし、乳頭をなぶる指の動きを速める。

        「ふぁ……！」

        濡れた秘部へ右手を向かわせる。

        蜜口はすでに淫らな液体をあふれさせていた。外へこぼれ出た愛蜜を指に絡めたあと、すぐ上にある肉粒へと塗り込める。

        「はぁっ……」

        ぬるりとした感触はなんとも言えない快感をもたらす。叫び出してしまいたいような、あるいはグッとこらえて口をつぐみたくなるような、ちぐはぐな感情にとらわれる。

        未夢は「はぁ、はぁ」と肩で大仰に息をして、淫核をこすり立てた。ぬめった豆粒を二本の指で挟んで締め上げ、コリコリとしつこく揺さぶる。

        「んぁあぁっ……！」

        蜜奥がうずいて仕方がなかった。未夢は乳首に添わせていた手指を女壷のなかへとくぐり込ませる。

        ぬちゅっ、くちゅっという水音が立つまでにそう時間はかからなかった。隘路は土砂降りのあとのように濡れそぼっている。

        右手の中指を、狭道の行けるところまで沈ませる。こんなにも奥に指を挿れるのは初めてだ。

        ふと鏡を見ると、そこにはとろけきった顔をした女が映っていた。

        （陽葵も、こんな表情かおしてた……）

        彼女の顔を思い出すと膣内の潤みが増す。未夢は「ぁん、ぁあんっ」と喘ぎながら中指で奥処を突いた。

        （これだけ潤ってたら、ガンガン突いても痛くないんだ）

        うむ、といった具合にひとりうなずいて、未夢は指を入口のあたりまで戻す。濡れたあわいの途中で中指をカクッと折り曲げて、お腹側の一点をゆるゆるとこすりはじめる。

        （確か、ココ……。ココが、すごく気持ちいい）

        いつか陽葵に、トイレのなかでこすり立てられた箇所をひたすら指で刺激する。

        あの恍惚感は思い出すだけでも全身が甘く粟立つ。

        「はっ……ぁ、あぁ……！」

        陽葵との行為を頭のなかに浮かべ、快感の高みへと向かって自分自身を追い立てる。

        「あ、あぁぁあ、ん――ッ!!」

        はしたなく絶叫したのと同時に、体から潮が吹き出して鏡を汚す。

        下半身はビクッ、ビクッと大きく痙攣している。

        （これで、陽葵にも……できるはず）

        要領は得たと思う。あとは実践あるのみだが――。

        （次はいつ会えるのかな……）

        あれから、しつこくない程度に誘ってはともに出掛けている。大学で顔を合わせたときも、一緒に食事をとっている。

        体だけでなく心の距離も近づいていると思うのだが、こればかりは本人に訊いてみなければわからない。

        （一緒に出掛けるだけなら、ただの友達と変わらない）

        望んでいるのはそれ以上の関係だ。まさか自分が、女性相手にそんなことを思うなんて、という驚きと戸惑いはやはり拭えないものの、それはまぎれもない事実だ。

        陽葵が欲しい。

        心も体も、すべてが欲しい。

        入浴を済ませた未夢はベッドの上でスマートフォンを眺めていた。

        次の日曜日、アルバイト前に少しだけでも会ってどこかへ行かないかと陽葵にメッセージを送っていた。

        （本当は毎日だって会いたいけど……付き合ってるわけじゃ、ないし）

        そもそも女の子同士で『付き合う』というのが成り立つのかどうかわからないが、とにかくいまは友達以上恋人未満といったところだ。

        しつこくして嫌われたくない。でも会いたい。そんな葛藤がずっと続いている。

        ピコピコピコピン、とメッセージアプリの着信音が鳴った。ぼうっとしていた未夢だがあわてて画面を見る。陽葵からだ。

        「は、はいっ」

        『未夢？　いま大丈夫？』

        「ん、うんっ。大丈夫！」

        『日曜日、バイトの前にちょっと買い物に行きたいんだけど……一緒にどう？』

        「うん、行く行く」

        『よかった。じゃあ、また日曜日にね』

        「うん、また」

        通話終了の赤いボタンを押して、未夢は大きく息をつく。

        （陽葵って、メッセージよりも電話が多いよね）

        声が聞けるのは嬉しいのだが、電話ごしに話をするのは少し緊張する。

        （でも、前よりもずっと仲良くなってる）

        この一ヶ月で進歩したことがひとつある。互いのことを名前で呼び合うようになったのだ。

        このまま、彼女にとって『特別な存在』になれたらいい。

        未夢は顔をほころばせ、ベッドの上でごろんと寝返りを打った。

        　

        日曜日の午後、未夢と陽葵はランジェリーショップへ赴いた。陽葵の『買い物』は下着だった。

        カラフルかつセクシーな下着が棚にずらりと並んでいる。陽葵の下着の傾向をつかんでいた未夢は「なるほど、いつもここで買っているのか」と納得した。

        陽葵は『NEW新 ARRIVAL入荷』のポップがついた下着を中心にチェックしていた。服装にしてもそうだが、彼女は流行りに敏感である。どちらかといえば流行りにうとい自分とは正反対だ。

        （陽葵は私にないものを持ってるから……惹かれるのかも）

        真剣な表情で下着を物色する陽葵をチラチラと盗み見る。

        「いらっしゃいませ」

        そこへランジェリーショップの店員がやってきた。

        陽葵はトルソーが着ているブラジャーを指さして店員に尋ねる。

        「すみません、これ試着してもいいですか？」

        「はい、もちろん」

        店員は陽葵が指さしたものと同じブラジャーが掛かったハンガーをラックから外した。そのまま陽葵に手渡す。

        「行こ、未夢」

        「うん」

        ふたりで連れ立って試着室へ向かう。店の奥、隅のほうに試着室があった。

        「一緒に入ろう。似合ってるかどうか見て」

        「う――……んっ!?」

        ついふたつ返事をしそうになったが、未夢はパチパチと何度もまばたきをして自分を落ち着かせる。

        （一緒に入るって――試着室に!?）

        それは、いくらなんでもできないのではないか。

        しかし陽葵は何食わぬ顔で言う。

        「女同士だもん。一緒に試着室に入っても、へんには思われない」

        「そ――そう、かな」

        陽葵に手を引かれ、店員の目を盗んで試着室のなかへ入る。

        （どうしよ……緊張してきた）

        陽葵は純粋に、新入荷のこの下着が彼女に似合っているのかどうか意見を求めているだけなのだろう。

        下着なわけだから、試着室のカーテンを開けて「どう？」と尋ねるわけにはいかない。

        未夢は陽葵がシフォンブラウスを脱ぐのを黙って見つめていた。

        両手を広げれば当たってしまうほど狭い空間のなかで陽葵とふたりきり。いつかのトイレの個室を思い出す。

        （あのときも、陽葵に連れられて入ったっけ）

        陽葵が薄着になるにつれ、どきどきという胸の鼓動が強くなっていく。

        「ブラ……外してくれない？」

        パッションピンクのブラジャーにタイトスカートだけという姿になった陽葵にねだられた未夢はすぐに「うん」と返事をした。

        陽葵は鏡のほうを向いている。彼女の背中に両手を伸ばす。指先がわずかに震えている。不埒な想いを抱えているせいだ。

        ブラジャーの両端をそれぞれつまんで引っ張り、ホックを外す。

        パッションピンクのブラジャーを腕から抜けさせると、陽葵の乳房が無防備になった。

        （ちょっとだけ……さわってもいいかな）

        どうも、誘われているような気がする。少しくらいなら触れてもいいのではないか。彼女もそれを望んでいるのではないかと思う。

        未夢は細い腰にうしろから手をまわし、そのまま両手を上へ昇らせた。ふくらみの下のほうをふにっとつかむ。

        「ン……」

        なにするの、と咎められはしなかった。やはり、陽葵も期待していたのだ。

        未夢は陽葵の背にぴたりと張り付き、柔らかな乳房を揉み込む。鏡ごしに彼女の顔と胸を見る。

        「はぅ、んん」

        陽葵は気持ちよさそうに目を細める。乳房の先端は早くも尖りきっている。

        さも触れて欲しそうにしている乳頭を未夢は指で押し上げた。初めから硬かった。

        「乳首をさわられるの……やっぱり好きなんだね」

        陽葵の耳もとでそうささやくと、彼女の耳たぶは瞬く間に赤くなった。

        「好き……」

        一瞬、どきっとした。

        （いまのは、乳首をいじられるのが『好き』ってことなんだから）

        私のことが好き、という意味ではない。勘違いしてはだめだ。

        未夢は自身を律して、陽葵の硬い棘を指先でくすぐる。彼女はきっと乳首だけで絶頂してしまうだろう。だから、刺激しすぎないようにじれったくいじる。すぐに達してしまっては面白くない。

        （意地悪したいわけじゃないけど……できるだけ長く愉しみたい）

        そう長い時間、試着室にいるわけにはいかないが、一度手にした陽葵の胸はなかなか手放せないものだ。

        弾力がありながらも変幻自在のこの魅惑的なふくらみは病みつきになる。

        五本の指をランダムに動かして胸を揉み、人差し指で乳首の根もとを小さく揺さぶる。

        「んぅっ……！」

        発すまいと抑えられた喘ぎ声はふだんと少し違っていて、それがまたいい。

        めちゃくちゃになぶり倒したいのをグッと我慢して、未夢は陽葵の乳首をじれったく愛で続ける。

        「ん、んっ……未夢……」

        しかしながら、そうしてねだられるとすぐに根負けする。

        胸の尖りを親指と中指で挟んでつまみ上げる。それから人差し指でツンツンとつついた。

        「ぁ、ぁっ」

        くぐもった嬌声が官能を刺激してくる。自分の乳首にはなにもしていないのに、服と下着に隔てられていてもそこが尖っているのがわかった。

        （ここが試着室じゃなかったら、私も服と下着を脱いで……陽葵の背中に乳首をこすりつけるのに）

        そうしたい、という思いを込めて、陽葵の背に胸を押し付ける。陽葵はよろけて、鏡に両手をついた。

        「あ、ごめんね……？　押したわけじゃ、ないよ」

        「ん、ふ……」

        陽葵が鏡に両手をついて体勢が安定したのをいいことに、未夢は彼女の胸飾りごと乳房を揉みくちゃにした。

        「ふぁぁっ……！」

        陽葵の快感が高まっていくのが伝わってくる。さながら、性的興奮の伝染だ。

        （私までイッちゃいそうになる）

        乳首をいじられているわけでも、下半身の敏感な豆粒をつままれているわけでもないのに達してしまいそうになる。陽葵の体をまさぐっているだけで官能を煽られるのだ。

        「陽葵……っ！」

        無意識に彼女の名前を呼んだ。すると陽葵は体をビクリと大きく跳ねさせて、そのあとは下半身を脈打たせた。

        （あ……イッたんだ）

        力をなくしてくたりとする陽葵の体を未夢はぎゅうっと抱き込む。

        未夢は身をかがめ、荒く息をする陽葵の頬にちゅっと口づけた。

        


        　

        　

    

    
        終章　舐め合いの果て

        　

        陽葵と出会って三ヶ月が経った。季節は夏へと移ろい、日に日に暑さが増している。

        未夢と陽葵はアルバイト前に会って話をしたり出掛けたりするのが当たり前になっていた。

        ある日、いつものように陽葵と買い物に出掛けてレストランへ向かっているとき。

        「私――ええと、その……」

        通い慣れた道を歩きながら陽葵が口ごもる。いったいなにを言いよどんでいるのだろう。

        「うん？」

        未夢は足を止め、陽葵の顔をのぞき込んだ。

        夏服になって肌の露出が多くなった。陽葵の白く透き通るような肌にはいつも情欲をそそられる。

        「私ね、未夢のことが……えっと」

        未夢は口を半開きにして惚けた。このあとに続く言葉はひとつしか思いつかない。

        「……好き？」

        陽葵が黙り込んでしまったので、彼女の言葉の続きを予想して言った。そうであって欲しいという願望が多分に含まれている。

        うつむいていた陽葵が小さくこくりとうなずく。白い肌は、あらわになっている部分が日焼けしたあとのように真っ赤だ。

        未夢はいっきに涙腺が熱くなった。嬉し涙だ。天にも昇る思いとはまさにこのことだ。

        （もしかしてそうなんじゃないかな、って少し前から期待はしてたけど）

        いざ本当に想いが通じ合うと、道の往来にもかかわらず陽葵を抱きしめて体を撫でまわしたい衝動に駆られた。

        「未夢のことが好きだから……オーナーに、きちんと言おうと思うの」

        「うん……？」

        「もう、深夜の指導はやめてください――って」

        「……！」

        お互い、祐実の『深夜指導』について言及はしてこなかったが、それぞれ仕事上がりに居残りさせられることがしばしばあった。それは言わずもがな、祐実に体をもてあそばれる淫らな指導だ。

        「うん……そうだね。ちゃんと言おう」

        じつのところ罪悪感があった。陽葵のことが好きなくせに、祐実に体をまさぐられても感じてしまう自分が、嫌になっていた。

        祐実には何度も、「こんなことはやめて欲しい」と言おうと思った。しかし、もしそれでアルバイトをクビになったら、陽葵との貴重な共通点がなくなってしまう。それが怖くてなかなか言い出せなかったが、もう共通点の心配はない。

        「陽葵は私の恋人――ってことだよね？」

        念を押すように尋ねると、陽葵はほんの少し驚いたような顔をしたあとで、

        「どっちが『彼女』？」

        いたずらっぽくそう訊いてきた。

        「うーん……」

        未夢が真剣に悩み始めると、陽葵は口もとを押さえてクスッと笑った。

        「やだ、冗談だよ。どっちも『彼女』でしょ。女同士なんだから」

        「ああ、そっか！」

        ふたりは顔を見合わせて笑い、レストランへと急いだ。

        　

        未夢と陽葵はふたりで話し合って、アルバイト終了後に『深夜指導』について祐実に拒絶の意思を伝えることにした。

        （はぁ……いまいち集中できないな）

        もしかしたら今日が、このレストランで働く最後の日になるかもしれない。ふたりしてクビになる可能性はおおいにある。

        そう思うと、仕事に身が入らなかった。少しでも暇になるとそんなことばかりが脳裏をよぎり、不安になる。できることならこのまま陽葵と同じところで働き続けたい。

        祐実にしても、不埒な深夜指導をのぞけばとてもいい人だ。それに――現金な話だが、時給がいいので陽葵とデートするお金を荒稼ぎできるのもいい。

        （なんだかんだと私って、打算的……）

        自己嫌悪に陥りながらも、未夢はしだいに覚悟を決める。

        店内に置いてあるアンティークの柱時計がボーン、ボーンと古めかしい音を鳴らして閉店を告げた。

        （うぅ、緊張してきた）

        覚悟はしたものの、やはり緊張感は拭えない。

        タイムカードを押した未夢と陽葵は更衣室へは行かず、事務室で帰り支度をしている祐実のもとへ向かった。

        ふたりで調子を合わせてコン、コンと扉をノックする。

        「――うん？　今日は残業はナシよ？」

        夫と出掛ける約束でもしているのか、祐実は急いでいるようすだった。

        「わ、私たち……っ」

        未夢はその続きを言うことができなかった。

        （付き合ってます、って言ったら……オーナーはどう思うだろう？）

        女性同士なのにおかしい、と言われるだろうか。いや、いまさらだ。祐実にはさんざん体をいいようにもてあそばれてきた。

        それよりも陽葵だ。いまはもう違うにしても、祐実のことを好いていたのだ。

        （私と付き合ってることは伏せておきたいかも――）

        そう思い至ると、なかなか次の言葉を発することができない。

        「私と未夢、付き合うことになったんです。だから、もう深夜指導はやめてください」

        尻込みしている未夢の代わりに陽葵がきっぱりと言った。

        きょとんとしたのは未夢と祐実、ふたりともだ。

        毅然とした態度で言い放った陽葵を、未夢はじいっと見つめた。

        陽葵と想いが通じ合って、ある意味で貞操観念が確立した。

        好きな人以外には裸を見られたくないし、好きな人の裸も自分以外には見せないで欲しいと思う。

        「ふぅん……やっぱりそうなったのね」

        祐実はニイッと笑って、どうしてかハンドバッグのなかを漁った。

        「はい、コレ。いまから旦那と行こうと思ってたトコなんだけど……あなたたちにあげる。いままでのこと……これで許して？」

        そうして、なにかのチケットと現金を手渡される。

        茶目っ気たっぷりにほほえんで、祐実は「お金はタクシー代ね。あ、戸締りしておいてね」と言って帰ってしまった。

        ふたりは呆然としたまま祐実を見送った。

        「クビには……ならなかったね。よかったぁ……」

        未夢はホッと息をつく。

        一呼吸おいて陽葵を見やる。彼女の顔を見るなり、未夢はギョッとしてうろたえた。陽葵が、ぼろぼろと大粒の涙をこぼしていたから。

        「もしかしてまだオーナーのこと……？」

        そうだとしたら、むしろクビになってしまうほうがよかったのではないかと思うが――。

        「う、ううん。なんか、ホッとしたら泣けてきちゃって……へんだね、私」

        「……へんじゃ、ないと思うよ」

        さまざまな感情がないまぜになって、陽葵を泣かせるのだろう。

        未夢は彼女の目尻に溜まった涙を指でそっと拭った。

        「それにしても、なんだろコレ……？」

        祐実に手渡されたチケットをしげしげと見る。それは、この街の住人ならだれもが知る高級ホテルの宿泊券だった。レイトチェックイン対応、と記載してある。

        「ああ、このお金……ホテルまでのタクシー代ってことか」

        陽葵は未夢が手にしているチケットと一万円札を見て「はぁ」とため息をつく。

        「コレで、いままでのことをチャラに――って、なんか腑に落ちないし調子よすぎると思うけど。……未夢とお泊りできるから、まぁいっか」

        陽葵は手持ち無沙汰に、両の手のひらを胸の前に持ってきてそれぞれの指を絡め合わせる。

        「それに、調子いいのは私もだしね……。オーナーから未夢に、目移りした」

        ドキッと胸が高鳴る。未夢は陽葵の手もとを見つめた。どうしてか、彼女の顔を直視することができない。

        「都合のいいこと言ってるように聞こえるかもしれないけど、オーナーのことはただの憧れだったんだと思う。未夢は……特別なの。未夢のこと考えると……胸が締め付けられる」

        視線を感じた。ゆっくりと顔を上げて、未夢の顔を見る。

        いまにも泣き出しそうな顔で、陽葵が詰め寄ってくる。

        「本気で好きなの。大好き……っ、未夢――」

        陽葵が未夢にすがりつく。

        温かく柔らかな体に腕をまわし、ぎゅうっと抱き締めると、安心するのと同時にどきどきと胸が高鳴った。

        コツン、とふたりの額が控えめにぶつかる。

        未夢は顔を傾けて、柔らかな唇をそっと塞いだ。

        　

        ホテルへはタクシーで向かった。

        ふだんタクシーに乗ることはほとんどないし、ましてとなりに陽葵がいるというこの状況はそわそわとして落ち着かない。

        （いや、陽葵がとなりにいてくれるのは嬉しいんだけど……）

        そばにいるのに、タクシーのなかではべたべたとさわることができない。やるせない。

        （手ぐらいなら……つないでもいいよね）

        右側に座る陽葵のほうへ、そろりそろりと手を伸ばす。

        陽葵は窓の外を眺めていた。未夢の手が伸びてきたことに気がつくと、「仕方がないなぁ」といったふうに微笑して、その手をつかむ。

        ふたりはホテルに到着するまでずっと、固く手をつなぎ合っていた。

        「……わぁ」

        このホテルはいったい何階建てだろう。暗い夜空に届きそうなほど高層なホテルへは、入るのをためらってしまう。

        「私たち、こんな恰好だけど大丈夫かな……？」

        「まぁ、平気なんじゃない？　ジーンズじゃ、ないし」

        ふたりとも今日はたまたまスカートを履いていた。

        未夢はこくりとおもむろにうなずいて、ホテルのなかへ入った。

        受付は二十四時間対応らしく、カウンターには背の高い男性がいた。

        「チェックインお願いします」

        陽葵はハンドバッグから宿泊チケットを取り出し、カウンターの上に差し出した。

        「はい、承ります」

        男性はてきぱきと宿泊の手続きを進めた。渡されたのはカードキーだ。

        「ごゆっくりおくつろぎくださいませ」

        深々と頭を下げる受付の男性を横目に見て、未夢と陽葵はエレベーターに乗る。

        「……緊張してる？」

        不意に尋ねられ、未夢は何度も首を縦に振った。

        「だって、こんな高級なとこに泊まるなんて初めてだし……それに」

        陽葵のほうを見て、言葉をにごす。

        「ん……私も、すごく緊張してる。未夢と、初めてのお泊りだもん」

        タクシーのなかにいたときと同じように手をつなぎ、部屋へ向かう。

        カードキーを使って部屋のなかへ入る。ソファやテーブル、大きなダブルベッドが余裕を持って配置された広い部屋だ。

        「お風呂の準備……してくるね」

        「うっ!?　う、うんっ」

        未夢は裏返った声で返事をして、浴室へと歩く陽葵を見送る。

        （そ、そっか……まずお風呂に入って、それから……）

        ドクドクドク――と、人生でいちばんとも思えるほど心臓は早鐘だ。

        陽葵はしばらく戻ってこなかった。

        その場に立ち尽くしたまま、ようすを見に行こうかと迷っていると、陽葵が戻ってきた。

        「……っ！」

        陽葵の姿に未夢は息が止まりそうになった。

        「お風呂の準備、できたよ」

        体にバスタオルを巻いただけの彼女はじつに蠱惑的だ。

        のぞく胸の谷間と、見えそうで見えない脚の付け根。ああ、いますぐバスタオルを引きはがしたい。

        「……未夢？　早く」

        「ふゎっ、は、はいっ」

        敬礼する勢いで未夢は陽葵のうしろをついていく。両手と両足が同時に前へ出ていることに気がついたのは浴室に着いたときだった。

        「わ……バブルバスだ」

        「そうなの。簡単に泡風呂を作れるっていう入浴剤が置いてあったの」

        「すごい、気持ちよさそう！　ありがとう、陽葵」

        「うん」

        はにかんだ笑みを見せて、陽葵は未夢の服の袖をくいっと引っ張った。

        「未夢も……早く脱いで？」

        バブルバスを目にしたことで忘れていた緊張が舞い戻ってきた。

        未夢はカクカクとしたぎこちない動きで服を脱いでいく。陽葵はそのようすを黙って見つめていた。

        （いまさらだけど……ちょっと恥ずかしい）

        残すところはブラジャーとショーツだけになったところで、未夢はしばしためらう。

        「……どうしたの？」

        「あ……。ゃ、なんか……恥ずかしいなぁ、なんて……」

        「じゃあ私が脱がせてあげる」

        しびれを切らしたように陽葵が近寄ってくる。性急な手つきで未夢の体に腕をまわし、背中のホックを弾く。ギンガムチェックのブラジャーは瞬く間に腕から抜けた。

        陽葵はブラジャーを持った手でショーツの端に手を掛け、足先に向かって引き下ろした。

        陽葵の前で、こうして丸裸になるのは初めてだ。いままでは、大切なところはさらしていたもののなにかしら身に着けていた。

        陽葵は舐めまわすように未夢の全身を眺めた。

        （は、恥ずかしいっ……！）

        陽葵のように、誇れるようなプロポーションではないのだ。そんなにじろじろ見ないで欲しい。

        「……きれい」

        ぽつりとつむがれた言葉はきっとお世辞だろう。

        「早く泡のなかに入ろう？」

        そうすれば体を隠せる。

        未夢は陽葵の手をつかんでバスタブを目指す。

        「先に入っちゃうね」

        未夢がバスタブのなかに逃げ込むと、陽葵は胸の端のほうに手を掛けてバスタオルを外した。

        彼女の秘めた箇所は何度も目にしたことがある。目にするたびに脳裏に焼きつけてきた。

        しかし、いまほど記憶力がよくなりたいと思ったことはない。

        一糸まとわぬ姿の陽葵は、そのまま彫像にして常日頃眺めていたいと考えてしまうほど、なにもかもが美しく魅惑的だった。

        豊かな乳房は張りがあり、先端はツンッと上を向いている。腰はくびれ、陰毛は薄く浅い。いますぐ脚を広げて秘所を見せてくれ、ともう少しで懇願してしまうところだった。

        陽葵が、バスタブに入ってくる。都合よく広がった脚の付け根を、未夢は凝視した。

        未夢は何度も生唾を飲んだ。

        （いま、ふたりとも裸なんだ……）

        それを実感すると、いてもたってもいられなくなった。

        頬をピンク色にしてうつむく陽葵のもとへ、膝で移動して詰め寄る。そうして体を動かすと、薔薇の香りの真っ白な泡がふわふわと揺れた。

        自分の鼻息が荒いのがわかった。これでは、無垢な乙女に迫る変態だ。

        それでも、自分自身を止められない。

        ずっと欲しいと思っていた女性ひとが、この手に入ったのだ。

        未夢はそれを――陽葵が自分のものだと確かめるべく、彼女の背中に腕をまわして抱き締めた。陽葵はすぐに抱き返してくれた。嬉しい。想いが返ってきたことが、とてつもなく嬉しい――。

        泡に埋もれることで、いっそうなめらかになっている肌を、さんざん撫でまわしたあと、両手を前へ持ってきて、魅惑的なふたつのふくらみをつかむ。

        「んふ……」

        つやっぽい声が耳のすぐそばで聞こえた。それだけで全身が快感に震える。

        未夢はぞくぞくとしたわななきを感じながら、陽葵の胸を揉み込んだ。泡まみれの乳房は、いつも以上に柔らかくすべやかで揉み心地がいい。

        「陽葵の胸……ぬるぬるしてて、気持ちぃ」

        心の声を漏らすと、陽葵は「ふぅ」と息をついて目を細めた。

        「私、も……気持ち、い……んんっ……」

        その表情があまりにもなまめかしくて、すぐにでもふくらみの頂点をいじりたくなる。

        「あ、ソコ……んん、だめ……」

        「陽葵の『だめ』は『いい』ってことだよね？　……ううん、『もっと』かな」

        クスッと笑って未夢はふくらみの上を手探りする。そうして探り当てた硬い棘を、指と指ですりつぶすようにしてこねくりまわした。

        「あぁっ、あ……！　だめ、だめっ……！」

        彼女の言葉を頭のなかで「もっと」と解釈して、未夢は思うままに指先を動かす。

        「だめ、って……言ってるのにぃ……っ!!」

        甘い声で抗議してくる陽葵もまたかわいらしい。

        しかし抗議は言葉だけで終わらなかった。陽葵はギュムッ、と未夢の乳頭をつまんで引っ張る。

        「ひぁっ!?」

        突然の反抗に驚いて未夢は頓狂な声を上げた。

        ぬるぬるとした細い指先で乳首をめちゃくちゃにされる。その快感といったら、もはや言葉では言い表せない。

        ふたりは互いの乳頭をいじり合う。自然と唇が重なる。

        「んふ、んん……っ」

        「ン、ンンッ……！」

        淫戯はしだいに激しさを増す。どちらともなく片手を下半身に添わせ、互いにくすぶっている小さな豆粒をつまんだ。

        「ふぁあ、あっ」

        発した嬌声がどちらのものなのか、わからない。ぬめり気を帯びたすさまじい快感のせいで頭がぼうっとしている。

        「陽葵……？　ちょっと……のぼせてきちゃった？」

        陽葵の頬はいままでに見たこともないくらい真っ赤になっていた。

        「んん……」

        あいまいな返事をする陽葵の手を引き、ふたりしてバスタブから出る。

        未夢は陽葵を風呂椅子に座らせてからシャワーハンドルをひねった。いささかぐったりしている彼女の脚を左右に広げて、その中心にシャワーの湯を浴びせる。

        「あぁああっ、あ……！」

        全身に白い泡を散らしたまま、陰核だけを洗われた陽葵は両脚をカクカクと震わせてその快感を物語る。

        「わ、私ばっかりじゃイヤ……。シャワー、貸して」

        はぁはぁと息を荒げながら陽葵はシャワーヘッドを手にして、もうひとつの風呂椅子に未夢を座らせる。

        未夢はもたらされるであろう快感を存分に愉しみたくて、みずから脚を広げた。

        そのようすを見て陽葵は笑みを深め、未夢の珠玉にシャワーヘッドをほぼゼロ距離でくっつける。

        「んぁあっ、ああぁっ！」

        ぬるついていたそこを、とんでもない勢いでシャワーの湯に刺激される。

        陽葵は相変わらず嬉しそうに口角を上げたまま、未夢の蜜口に指を挿し入れた。

        彼女がなにをするつもりなのか、もうわかる。

        未夢もまた陽葵の下半身にある小さな口に中指を入れ、お腹側をこする。

        自分の体で何度も練習した『アレ』を、いまようやく実践できる。

        お互い必死だった。愛しい人を高めることに必死なのだ。

        そうすることで自分というものを相手に刻み込みたかったのかもしれない。

        『あぁあぁあああっ――!!』

        ふたりの体から愛にまみれた淫らな液体が噴き出したのはほとんど同時だった。

        それぞれの淫液が泡まみれの体を濡らす。

        とろりと落ちていく白い泡を、未夢と陽葵は満足げに眺め、顔を寄せる。

        薄桃色の唇を、彼女たちはいつまでも舐め合った。

        　

        　

        　

        おわり

        


        　

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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